
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
初
期
の
頃
の
訪

日
旅
行
で
は
、
メ
イ
ン
顧
客
は
東
ア
ジ
ア

か
ら
の
旅
行
者
で
あ
り
、
中
国
本
土
か
ら

の
旅
行
者
を
中
心
に
団
体
旅
行
客
が
多
く
、

旅
行
ル
ー
ト
も
い
わ
ゆ
る「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
」や
大
都
市
圏
に
集
中
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
右
ペ
ー
ジ
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

に
も
示
し
た
よ
う
に
環
境
は
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
訪
日
外
国
人
数
が
増
え
る
に
し
た

が
っ
て
市
場
も
多
様
化
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も

増
え
、
今
後
は
個
人
旅
行
者
比
率
の
上
昇

も
見
込
ま
れ
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
外
国

人
旅
行
者
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
特

定
の
都
市
だ
け
で
は
受
け
入
れ
き
れ
な
い
。

訪
日
目
的
の
多
様
化
に
伴
っ
て
よ
り
幅
広

い
地
域
に
目
が
向
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
し
、
そ
う
し
た
期
待
に
応
え
る
た
め
に

も
、
よ
り
多
く
の
地
域
で
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
で
あ
ろ

う
新
た
な
訪
日
外
国
人
に
向
け
、
地
域
は

ど
ん
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ

ろ
う
か
？
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
で
は
、
こ
う
し
た
問
い
へ
の
ヒ
ン
ト
を

得
る
た
め
、
個
人
旅
行
で
日
本
を
訪
れ
た

外
国
人
旅
行
者
を
対
象
に
調
査
を
実
施
。

本
特
集
で
は
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
あ
る

べ
き
対
応
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌

目 

次

位
置
情
報
分
析
、
ク
チ
コ
ミ
評
点
⋮

じ
ゃ
ら
ん
n
e
t
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
誘
客
戦
略
に

新
商
品﹁
地
域
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
﹂
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん﹁jalan

﹂
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、﹁
道
﹂﹁
プ

ロ
セ
ス
﹂
の
意
味
で
す
。﹁jalan  jalan

﹂
で
、﹁
散

歩
す
る
﹂﹁
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
﹂﹁
旅
行
す
る
﹂

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

﹁
あ
り
が
と
う
﹂の
意
。

と
ー
り
ま
か
し
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愛
さ
れ
ニ
ッ
ポ
ン
の

課
題
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
？

﹃
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
満
足
度
調
査
﹄に
み
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

N
E
X
T 

S
T
E
P

2

インバウンドの
愛されニッポンの課題はコミュニケーション？

『インバウンド対応満足度調査』にみる

JNTOの発表によれば、2016年の訪日外国人数は前年比21.8%増の2403万9000人（推計値）。
国を挙げての誘客の努力が実を結び、受け入れ実績も積み上がった今、送客先も国内各地に広がりつつあり、
地域にとってはまさにこれからが正念場ともいえる。
地域は訪日外国人客に何を提供できるのか？ NEXT STEPとしてのインバウンド対応を考えてみたい。

じ
ゃ
ら
ん
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
7

11
年
連
続
＂
選
ば
れ
る
温
泉
地
＂
葛
藤
の
一
年
を
追
う

復
活
の
箱
根

24

インバウンドの最新事情
TOPICS

「爆買い」需要が下火に

訪日外国人旅行者数の目標は
2030年6000万人に

MRJ開発で地方空港活用に期待

中国人観光客が百貨店や家電量販店で商品を大量に購入するいわゆる
「爆買い」が下火に。中国内の税制の改正が影響しているとされる。同時
に、2016年に1〜3月期から訪日外国人全体の消費額も減少傾向となっ
ている。

2016年3月の「明日の日本を支える観光ビジョン構想会議」（議長：安倍
晋三内閣総理大臣）で、2020年に4000万人訪日、8兆円消費、2030
年には6000万人、15兆円消費という目標が掲げられた。2020年時点
の目標は2000万人から一気に倍に引き上げられた形。

三菱重工業と三菱航空機が手がける国産小型ジェット旅客機、MRJ
（Mitsubishi Regional Jet）。2015年11月に1号機、2016年5月に2号
機が初飛行を果たし、地方空港発着路線の開設に期待が集まっている。

地
方
へ
の
送
客
本
格
化
に
伴
い

整
え
る
べ
き
体
制
と
は
何
か
？

イラスト=つぼいひろき
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『
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
満
足
度
調
査
』の
目
的
は
、
実
態
調
査
で
は
な
く
、

訪
日
外
国
人
へ
の
対
応
に
絞
っ
て
課
題
と
改
善
の
方
向
性
を
探
る
こ
と
だ
。

ま
ず
は
今
回
、
対
象
と
し
た
外
国
人
旅
行
者
像
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

個
人
手
配
×
リ
ピ
ー
ト
経
験
者
多
数

“

”な
旅
行
者
像
と
は

調査結果

　

今
回
の
調
査
は
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
の
20
代
〜
40
代
の
男
女
の

う
ち
、
年
１
回
は
海
外
旅
行
に
行
き
、
個

人
手
配
に
よ
る
訪
日
旅
行
の
経
験
が
あ
る

人
を
対
象
に
行
っ
た（
調
査
概
要
参
照
）。

市
場
等
の
条
件
を
限
定
し
た
の
は
、
旅
行

経
験
の
豊
富
な
個
人
旅
行
者
層
の
意
見
を

集
め
る
た
め
。
訪
日
外
国
人
全
般
に
関
す

る
実
態
調
査
で
は
な
い
点
に
は
要
注
意
だ

が
、
今
後
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
外
国
人

個
人
旅
行
者
像
に
は
近
い
層
と
も
考
え
ら

れ
る
。
回
答
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
左
下
に

示
し
た
が
、
訪
日
旅
行
の
リ
ピ
ー
ト
率
は

高
く
、
個
人
旅
行
者
の
間
で
は
す
で
に
リ

ピ
ー
ト
化
が
進
ん
で
い
る
様
子
も
窺
え
る
。

　

直
近
の
訪
日
旅
行
に
つ
い
て
み
て
み
る

と
、
宿
泊
施
設（
図
１
）は
中
価
格
帯
ホ

テ
ル
が
49
％
で
最
多
。
格
安
ホ
テ
ル
利
用

は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
い
香
港
以
外
で
は
少

な
い
。
民
泊
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
利
用
も
全

体
と
し
て
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
っ
た
印
象

だ
。
同
行
者（
図
２
）は
、
夫
婦
・
パ
ー

ト
ナ
ー
が
53
％
と
最
多
。
ひ
と
り
旅
は
全

体
で
は
18
％
だ
が
、
欧
米
系
で
は
２
割
を

超
え
る
。
二
次
交
通（
図
３
）で
は
公
共

交
通
機
関
の
利
用
が
多
く
、
自
動
車
・
レ

ン
タ
カ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
４
割

を
超
え
る
ほ
か
は
25
％
前
後
。
訪
問
先

（
表
１
）の
上
位
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
人

気
の
観
光
地
が
挙
が
っ
た
が
、
平
均
来
訪

数
は
５
を
超
え
て
い
て
、
多
く
の
地
域
に

足
を
運
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た

来
訪
都
道
府
県
数
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が

多
く
、
リ
ピ
ー
ト
化
が
進
め
ば
よ
り
多
く

の
外
国
人
旅
行
者
が
地
方
に
分
散
す
る
こ

と
も
期
待
で
き
そ
う
だ
。
宿
泊
日
数（
図

［ 調査概要 ］

東京都
大阪府
北海道
京都府
沖縄県
千葉県
奈良県
宮城県
長崎県
広島県

訪ねた都道府県の数 5.04（都道府県）

表1 直近の訪日旅行で訪れた都道府県
（上位10、全体／複数回答）

52.8%
37.0%
34.6%
32.8%
18.0%
17.8%
15.0%
14.2%
13.0%
11.6%

都道府県順位 割合（％）

1

2 

3

4 

5

6 

7

8

9

10

往復航空券と宿泊を別々に手配した

往復航空券と宿泊がセットになった個人旅行向
けパッケージ商品を利用した

図5 直近の訪日旅行の手配方法
（全体、単一回答）

30.8%

69.2%

図4 直近の訪日旅行の宿泊日数
（全体、単一回答）

全体
香港
シンガポール
アメリカ合衆国
オーストラリア
フランス

9.53
6.44
8.88
9.25

10.42
12.64

国名 日数

旅行
スタイル

1
【調査目的】
□訪日外国人の国内コンタクトポイントでの対応課題と改善ポ

イントを明らかにする。
□上記対応が、最低限必要なサービスなのか、付加価値サー

ビスなのか、旅行全体の満足度にどの程度関係しているのか
を明らかにする。

□日本人の国内旅行における満足度構造と訪日外国人の満足
度構造の違いを明らかにする。

【調査方法】
インターネット調査
□訪日外国人調査
　トルーナ・ジャパン株式会社
□日本人国内旅行調査
　株式会社マーケティングアプリケーションズ

【調査対象】
訪日外国人調査
□香港／シンガポール／アメリカ合衆国／オーストラリア／
　フランスに居住する20～49歳男女
□海外旅行頻度が1年に1回以上である
□直近1年以内（2015年9月～2016年9月）に日本へプライ
　ベート旅行（出張･駐在・団体旅行は除く）で訪れている

日本人国内旅行調査
□日本全国に居住する20～49歳男女
□宿泊を伴う国内旅行（出張・帰省は除く）頻度が1年に
　1回以上である
□直近1年以内（2015年9月～2016年9月）の宿泊を伴う
　国内旅行を個人手配（パックツアーは除く）で実施して
　いる

【調査期間】
□訪日外国人調査
　2016年9月14日（水）～2016年9月28日（水）
□日本人国内旅行調査
　2016年9月21日（水）～2016年9月26日（月）

【有効回答数】
□訪日外国人調査
　500人（各国100人／性年代均等割付）
□日本人国内旅行調査
　600人（性年代均等割付）

今回の回答者では有職者が全体の9割を占め、6割が会社員。
訪日回数は平均で3回を超え、とくに香港は平均5.17回とリピー
ト回数が多かった。リピーターの比率はフランスを除く各市場で
7〜9割と高く、とくに香港では49％が訪日回数5回以上という
ヘビーリピーターだった。フランスだけは、訪日回数1回という
人が5割弱を占めていた。

経
験
豊
富
な
個
人
旅
行
者
に

訪
日
旅
行
の
印
象
を
尋
ね
る

有職者数

90.8%

平均
訪日回数

3.57回

訪日
リピーター

76.1%

〜2泊3日 0.8％

29泊30日〜 2.2％

6泊7日 9.0％

3泊4日 5.2％

4泊5日 9.2％

5泊6日
14.8％

7〜9泊8〜9日
18.6％

9〜13泊
10〜14日
21.0％

14〜28泊
15〜29日
19.2％
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※「【訪日外国人】全体」より■10pt以上高い　■5pt以上高い　■5pt以上低い　　

■【訪日外国人】全体
●香港
●シンガポール
●アメリカ合衆国
●オーストラリア
●フランス

高
級
ホ
テ
ル

日
本
旅
館

貸
別
荘

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

格
安
ホ
テ
ル

ホ
ス
テ
ル
・
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
・

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

キ
ャ
ン
プ

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

中
価
格
帯
ホ
テ
ル

B
&
B 

民
宿 

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ジ

家
族･

友
人･

知
人
宅

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
・

Ａ
ｉ
ｒ
Ｂ
ｎ
Ｂ
な
ど
・
一
般
住
宅

車
中
泊
・
船
中
泊
・

列
車
泊

そ
の
他

ホ
テ
ル･

旅
館 

計

全体
香港
シンガポール
アメリカ合衆国
オーストラリア
フランス

（n=500）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

33.0
21.0
23.0
56.0
41.0
24.0

23.8
28.0
34.0
22.0
19.0
16.0

 5.6
 5.0
 6.0
 6.0
 6.0
 5.0

16.8
30.0
11.0
11.0
16.0
16.0

 9.8
 9.0
15.0
10.0
 9.0
 6.0

 1.4
ー

 1.0
 2.0
 4.0

ー

 1.0
ー

 1.0
ー

 3.0
 1.0

49.4
52.0
48.0
42.0
51.0
54.0

12.0
29.0
13.0
 5.0
 6.0
 7.0

 7.4
 3.0
 5.0
11.0
 8.0
10.0

17.6
15.0
20.0
21.0
22.0
10.0

15.6
 4.0

35.0
10.0
13.0
16.0

 1.6
ー

 1.0
 5.0
 1.0
 1.0

90.6
89.0
84.0
95.0
94.0
91.0

訪日外国人
居住国別

0

（%）60

40

20

図1 直近の訪日旅行で利用した宿泊施設 （全体／複数回答）

ホテル経営

図2 直近の訪日旅行の同行者 （全体／複数回答）

■【訪日外国人】全体
●香港
●シンガポール
●アメリカ合衆国
●オーストラリア
●フランス

自
分
ひ
と
り

友
人

家
族
・
親
族

同
行
者
あ
り
計

夫
婦
・

パ
ー
ト
ナ
ー

そ
の
他

会
社
や
仕
事
の

同
僚

全体
香港
シンガポール
アメリカ合衆国
オーストラリア
フランス

（n=500）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

18.0
 6.0
18.0
21.0
23.0
22.0

17.2
23.0
27.0
15.0
11.0
10.0

27.4
39.0
29.0
28.0
28.0
13.0

82.0
94.0
82.0
79.0
77.0
78.0

53.4
54.0
45.0
57.0
51.0
60.0

 0.2
ー

 1.0
ー
ー
ー

 6.4
 4.0
 6.0
13.0
 4.0
 5.0

訪日外国人
居住国別

0

（%）60

40

20

※「【訪日外国人】全体」より■10pt以上高い　■5pt以上高い　■5pt以上低い　　

同行者あり

■【訪日外国人】全体
●香港
●シンガポール
●アメリカ合衆国
●オーストラリア
●フランス

飛
行
機

バ
ス
（
長
距
離
バ
ス
・

路
面
バ
ス
）

自
転
車･

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

鉄
道 

地
下
鉄 

路
面
電
車

自
動
車･

レ
ン
タ
カ
ー

公
共
交
通
機
関
・
計

新
幹
線

観
光
ガ
イ
ド
付
き
バ
ス
・

観
光
周
遊
バ
ス

そ
の
他船

・
フ
ェ
リ
ー

オ
ー
ト
バ
イ

平
均
回
答
個
数

全体
香港
シンガポール
アメリカ合衆国
オーストラリア
フランス

（n=500）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

57.4
52.0
46.0
58.0
57.0
74.0

44.0
51.0
52.0
40.0
40.0
37.0

 7.4
 1.0
 5.0
11.0
 8.0
12.0

64.0
76.0
88.0
52.0
64.0
40.0
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４
）は
全
体
平
均
で
９
泊
超
え
と
長
め
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
は
10
泊
を

超
え
る
一
方
、
距
離
的
に
も
近
い
香
港
の

宿
泊
日
数
は
短
く
、
短
い
訪
日
旅
行
を
繰

り
返
す
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
手
配
方
法

（
図
５
）で
は
宿
と
宿
泊
施
設
を
個
人
で
別

手
配
す
る
ほ
う
が
多
数
派
と
な
っ
た
。

　

到
着
前（
出
発
前
）の
決
定
事
項（
図
６
）

の
主
な
も
の
は
、
宿
泊
エ
リ
ア
、
宿
泊
施

設
、
日
本
国
内
で
利
用
す
る
交
通
機
関
、

行
き
た
い
と
こ
ろ
・
体
験
し
た
い
こ
と
な

ど
。
特
徴
的
な
の
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
、

他
の
国
と
比
べ
る
と
事
前
に
決
め
て
い
る

こ
と
が
少
な
い
。
到
着
後
の
決
定
事
項
の

上
位
は
、
お
土
産
を
買
い
た
い
店
、
旅
行

先
で
食
べ
た
い
も
の
、
買
い
物
し
た
い
お

店
な
ど
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
到
着
後

の
決
定
事
項
が
多
く（
図
７
）、
着
地
で

の
情
報
提
供
の
重
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

到
着
前
の
情
報
源（
図
８
）に
つ
い
て

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
突
出
。
し
か
し
国

別
に
み
る
と
、
香
港
は
情
報
源
が
幅
広
く
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
活
用
率
も
高
い
。
ア
ジ
ア
の
旅
行
者

で
は
到
着
前
に
多
く
の
こ

と
を
決
め
て
か
ら
訪
れ
る

場
合
も
多
く
、
日
本
人
の

国
内
旅
行
感
覚
に
近
い
と

い
え
そ
う
だ
。
一
方
、
到

着
後
情
報
源
と
し
て
最
も

利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
着
地
情
報
源（
図

９
）。
具
体
的
に
は
各
種
案
内
所
、
ホ
テ

ル
等
ス
タ
ッ
フ
、
現
地
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

な
ど
で
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
タ
ク
ト
ポ
イ
ン

ト
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
。

　

図
10
は
、
訪
日
外
国
人
が
日
本
に
あ
っ

た
ら
嬉
し
い（
評
価
に
つ
な
が
る
）と
考

え
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
示
し
た
も
の
だ
。

比
較
の
た
め
日
本
人
国
内
旅
行
者
に
も
同

じ
質
問
を
し
て
み
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
項

目
で
訪
日
外
国
人
の
ほ
う
が
ス
コ
ア
が
高

く
、
訪
日
旅
行
へ
の
期
待
の
大
き
さ
が
感

じ
ら
れ
る
。
グ
ラ
フ
で
は「
と
て
も
嬉
し

い
」と「
ま
あ
嬉
し
い
」の
合
計
ス
コ
ア
を

示
し
た
が
、
な
か
で
も
飲
食
店
・
料
理
の

魅
力
度
の
高
さ
に
つ
い
て
は「
と
て
も
嬉

し
い
」が
55
％
を
占
め
、
日
本
の
食
へ
の

期
待
の
高
さ
が
表
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

一
方
図
11
は
、
訪
日
外
国
人
が
日
本
に

な
い
と
嫌
だ（
最
低
限
必
要
）と
考
え
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。
こ
ち
ら
は
日
本
人
国

内
旅
行
者
と
比
較
す
る
と
全
体
的
に
ス
コ

ア
が
低
い
。
な
く
て
も
仕
方
が
な
い
と
い

う
回
答
も
全
項
目
で
２
割
以
上
と
高
く
、

訪
日
旅
行
時
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
比

較
的
寛
容
な
様
子
が
窺
え
る
。

食
を
中
心
に
期
待
は
大
だ
が

サ
ー
ビ
ス
に
は
寛
容
な
外
国
人 旅

行
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
対
応
は
、
あ
れ
ば
あ
る
だ
け「
嬉
し
い
」と
い
う
評
価
に
な
り
が
ち
。

そ
こ
で
本
調
査
で
は
、「
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
」＝
評
価
に
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
と

「
な
い
と
嫌
」＝
最
低
限
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
正
確
に
知
る
べ
く
、
こ
れ
ら
を
分
け
て
質
問
、
分
析
し
た
。

「
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
」×「
な
い
と
嫌
だ
」で
見
え
て
く
る

の
た
め
の
優
先
的
課
題
と
は
？

調査結果

日本に
望むこと

2
到
着
後
の
情
報
源
と
し
て
は

案
内
所
や
ホ
テ
ル
＝
人
が
重
要

図10	日本にあったら嬉しいサービス（とても嬉しい＋まあ嬉しいの合計） （全体／各単一回答）

図11	日本にないと嫌なサービス（とても嫌だ＋嫌だの合計） （全体／各単一回答）
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図6	 到着前に決めたこと （全体／複数回答）
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次
に
、
こ
れ
ら
の
項
目
か
ら
満
足
度
を

左
右
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
洗
い
出
す
た
め
、

図
13
、
図
14
の
散
布
図
を
作
成
し
た
。

　

図
の
右
上
に
あ
た
る「
一
元
的
品
質
」

は
、
よ
い
と
嬉
し
く
、
不
足
し
て
い
る
と

嫌
な
項
目
。
こ
こ
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
が
満
足
度
を
左
右
し
得
る
。
訪
日

外
国
人（
図
13
）の
場
合
、
ア
ク
セ
ス
の

よ
さ
や
快
適
性
、
各
種
施
設
の
ス
タ
ッ
フ

の
サ
ー
ビ
ス
、
飲
食
店
・
料
理
の
魅
力
度
、

宿
泊
施
設
の
魅
力
度
な
ど
が
こ
こ
に
入
っ

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
項

目
が
多
い
こ
と
は
、
訪
日
外
国
人
の「
人
」

に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
入
手
し
や
す
さ
、
周
遊

し
や
す
さ
な
ど
、
観
光
の
し
や
す
さ
全
般

も
重
視
さ
れ
て
い
る
様
子
。
ち
な
み
に
日

本
人
国
内
旅
行
者（
図
14
）で
は
お
土
産
・

買
い
物
の
魅
力
度
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
が
、

訪
日
外
国
人
は
こ
の
点
を
そ
れ
ほ
ど
重
視

し
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。

　

続
い
て
図
の
左
上
、「
魅
力
的
品
質
」と

は
、
よ
い
と
嬉
し
い
が
、
不
足
し
て
い
て

も
仕
方
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト

で
、
純
粋
な
付
加
価
値
と
な
り
得
る
分
野

だ
。
と
く
に
訪
日
外
国
人
の
場
合
、
地
元

の
人
た
ち
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
物
足

り
な
い
の
は
仕
方
が
な
い
が
、
も
っ
と
体

験
し
た
い
要
望
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
人
国
内
旅
行
者
に
は
な
い
傾
向
で
あ

り
、
訪
日
外
国
人
に
向
け
た
特
有
の
魅
力

に
な
り
う
る
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
。

　

図
の
右
下
、「
当
た
り
前
品
質
」と
は
、

よ
く
て「
当
た
り
前
」、
不
足
し
て
い
る

と
不
満
の
原
因
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
。
日
本

人
国
内
旅
行
者
の
場
合
は
ス
タ
ッ
フ
の
サ

ー
ビ
ス
関
連
の
項
目
が
並
び
、「
人
の
サ

ー
ビ
ス
は
当
た
り
前
」と
考
え
る
傾
向
が

み
ら
れ
る
が
、
訪
日
外
国
人
の
場
合
該
当

す
る
も
の
は
な
い
。
左
下
の「
無
関
心
品

質
」は
、
充
実
し
て
い
て
も
不
足
し
て
い

て
も
、
際
立
っ
た
満
足
も
不
満
も
引
き
起

こ
さ
な
い
ポ
イ
ン
ト
。
ネ
ッ
ト
環
境
や
両

替
等
お
金
に
関
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど

優
先
順
位
が
高
く
な
い
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
品
質
が
ど
れ
だ
け

実
現
し
て
い
た
か
を
訪
日
外
国
人
に
尋
ね

た
結
果
が
図
12
。
最
も
重
要
な
一
元
的
品

質
に
つ
い
て
は
、
全
指
標
で
８
割
が「
実

現
で
き
て
い
る
」と
回
答
。
た
だ
し
、
観

光
施
設
や
観
光
案
内
所
の
ス
タ
ッ
フ
の
サ

ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
、
目
的
地
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
は
相
対
的
に
評
価
が
低
く
、

今
後
の
不
満
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
が
必

要
だ
。
魅
力
的
品
質
で
注
目
し
た
い
の
は

や
は
り
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流
。
期
待

は
大
き
い
の
に「
実
現
で
き
て
い
な
い
」

が
７
％
と
高
く
、
こ
こ
の
強
化
で
魅
力
ア

ッ
プ
を
目
指
せ
る
可
能
性
は
高
そ
う
だ
。

満
足
度
を
左
右
す
る
一
元
的
品
質

付
加
価
値
と
な
る
魅
力
的
品
質
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図12 観光サービスの充足度 （全体／各単一回答）
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観光案内人（ガイド）のサービスレベルの高さ

両替・ＡＴＭ・クレジットカード等の利用のしやすさ

無料公衆無線ＬＡＮ環境などネット環境の良さ

現地での周遊・街歩きの快適さ（観光の案内版、
休憩所・ベンチ、レンタサイクルなどの充実度）
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図13  サービス内容の需要構造（訪日外国人）
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「一元的品質」では、訪日外国人と
日本人国内旅行者で共通する部分
も多い。目的地までのアクセスのよ
さ、飲食店や宿泊施設の魅力度の
高さやサービスレベルの高さなどだ。
一方で、レジャー・観光スポット・
飲食店・チケット等の入手のしやす
さや、周遊・街歩きの快適さについ
ては、訪日外国人では「一元的品質」
に分類されるが、日本人国内旅行
者では「魅力的品質」に分類される。
訪日外国人の満足度を上げるには、
各施設のスタッフのサービスレベル
に気を配る必要があること、一方で

「なくても仕方がない」と思われてい
る、地元の人たちとの交流が大きな
付加価値になりそうであることが示
された

図14 サービス内容の需要構造（⽇本⼈国内旅⾏者）
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直
近
の
訪
日
旅
行
へ
の
満
足
度
に
つ
い

て
は
、
全
体
の
52
％
が「
出
発
前
の
期
待

を
超
え
て
非
常
に
満
足
し
た
」と
回
答
、

「
期
待
通
り
に
満
足
し
た
」を
含
め
全
体

の
98
％
が
満
足
と
回
答
し
て
い
る
。
と
く

に
ア
メ
リ
カ
で
は
82
％
が「
期
待
を
超
え

て
満
足
」と
高
評
価
。
日
本
人
国
内
旅
行

者
の
満
足
度
の
評
価
は
82
％
で
あ
る
こ
と

と
比
較
し
て
も
、
訪
日
外
国
人
の
満
足
度

の
高
さ
が
よ
く
分
か
る
。

　

再
び
訪
日
旅
行
を
し
た
い
か
と
い
う
問

い
に
は
、
全
体
の
73
％
が「
非
常
に
行
き

た
い
」と
回
答
。「
や
や
行
き
た
い
」ま
で

含
め
る
と
97
％
が
再
来
訪
意
向
を
示
し
て

い
る
。
全
体
に
、
満
足
度
、
リ
ピ
ー
ト
意

向
と
も
非
常
に
高
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

訪
日
旅
行
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス（
表

２
）と
し
て
は
、
公
共
交
通
の
乗
り
方
の

利
便
性
や
快
適
性
、
ネ
ッ
ト
環
境
の
良
さ

な
ど
機
能
面
が
上
位
に
挙
が
っ
た
が
、
お

い
し
い
飲
食
店
、
地
元
の
人
の
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
な
ど
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
訪
日
旅
行
で
よ
か
っ
た

サ
ー
ビ
ス（
表
３
）で
も
上
位
に
ラ
ン
ク

イ
ン
。
全
体
の
約
半
数
が「
よ
か
っ
た
」

と
答
え
た
食
の
魅
力
の
ほ
か
、
日
本
人
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト（
表
下
）

で
は
、
治
安
の
よ
さ
や
清
潔
さ
、
文
化
や

歴
史
を
評
価
す
る
声
も
み
ら
れ
た
。

　

一
方
で「
よ
く
な
か
っ
た
」と
評
価
さ

れ
た
点
を
み
る
と
、
上
位
10
項
目
の
う
ち

６
項
目
が
多
言
語
対
応
に
関
わ
る
も
の
。

地
元
の
人
、
飲
食
店
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
観

光
の
専
門
家
で
は
な
い
人
た
ち
に
つ
い
て

は
あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、

観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
、
観
光
案
内
所
・

案
内
人
の
対
応
力
に
つ
い
て
は
厳
し
い
コ

メ
ン
ト
も
み
ら
れ
た
。「
ス
タ
ッ
フ
の
サ

ー
ビ
ス
」は
訪
日
外
国
人
に
と
っ
て
は
一

元
的
品
質
で
あ
り
、
満
足
度
を
左
右
す
る

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。「
言
葉
の
壁
」の
問
題

は
、
観
光
業
界
が
早
急
に
取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
他
、

た
だ
で
さ
え
複
雑
な
交
通
網
の
表
示
の
分

か
り
に
く
さ
や
、
自
国
で
は
当
然
の
W
i

−

F
i
環
境
が
日
本
で
は
得
づ
ら
い
こ
と
、

混
雑
に
よ
っ
て
感
じ
る
不
便
な
ど
を
指
摘

す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
実
は
多
か
っ
た
の

は「
よ
く
な
か
っ
た
点
は
な
い
」と
い
う

回
答
。
訪
日
外
国
人
が
、
基
本
的
に
は
日

本
旅
行
を
楽
し
み
、
満
足
し
て
く
れ
て
い

る
こ
と
が
こ
こ
で
も
示
さ
れ
た
形
と
な
っ

た
。

　

調
査
全
体
を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
、

言
葉
の
壁
を
感
じ
つ
つ
も
、
食
の
魅
力
や

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
高
さ
な
ど
日
本
の
よ

さ
を
気
に
入
っ
て
く
れ
て
い
る
訪
日
旅
行

者
の
姿
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
自
信

を
持
っ
て
今
後
も
磨
い
て
い
き
た
い
。

　

あ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
多
言
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
を
ど
う
解
決

す
る
か
。
と
く
に
、
到
着
後
の
重
要
な
情

報
源
で
あ
る
は
ず
の
、
案
内
所
や
宿
泊
施

設
な
ど
の
コ
ン
タ
ク
ト
ポ
イ
ン
ト
に
お
け

る
多
言
語
対
応
は
急
務
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
意
識
し
た
い
の
が
、
新
た
な
魅

力
と
な
り
そ
う
な
、
地
元
の
人
と
の
交
流

の
機
会
を
ど
う
作
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。

訪
日
旅
行
特
有
の「
魅
力
的
品
質
」で
あ

る
こ
の
点
を
磨
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新

た
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
取
り
組
む
地
域
に

と
っ
て
も
強
み
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
こ
う
し
た
点
に
焦

点
を
当
て
、
各
地
域
や
事
業
者
の
取
り
組

み
例
を
ご
紹
介
す
る
。

総
合
満
足
度
は
98
％

リ
ピ
ー
ト
意
向
も
強
い

高
評
価
の
源
は
食
の
魅
力
と

人
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

多
言
語
対
応
で
環
境
を
整
え

地
元
と
の
交
流
で
魅
力
づ
く
り
を

直
近
の
訪
日
旅
行
で
よ
か
っ
た
こ
と
、
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
は
何
か
。

訪
日
旅
行
者
の
評
価
で
、
日
本
の
持
つ
強
み
と
弱
み
が
浮
き
彫
り
に
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
が
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
カ
ギ
と
な
り
そ
う
だ
。

飲
食
店
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
魅
力
で
満
足
度
98
％

課
題
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
解
決
す
る
か
？

調査結果

満足度

3

調査結果まとめ
□日本の文化や国民性は高く評価さ

れている
□案内所等、コンタクトポイントへの

評価は低め。とくに多言語対応は
要改善

□地元の人との交流が満足度アップ
につながる可能性

フリーコメントより
とても清潔できちんとしている。（シンガポール／男性／45歳）／人々は正
直で謙虚。カスタマーサービスは最高だった。商品や食べ物の値段が安
かった。交通機関は世界で他に類を見ない。夜に1人で歩き回っても安全。

（アメリカ合衆国／女性／41歳）／人々は旅行者を大切にし、たとえ言葉
の壁があっても、旅行者に協力して助けてくれようとする。 （アメリカ合
衆国／女性／22歳）／日本への旅行の全体的な印象は、人々の礼儀正
しさ、辛抱強さ、穏やかさ。（オーストラリア／女性／49歳）／茶道は素
晴らしかった。温泉も非常に魅力的だった。（フランス／女性／26歳）

表3 訪日旅行でよかったサービス・対応
（全体／複数回答 ）

おいしい飲食店の多さ
地元の人のホスピタリティ
魅力ある飲食店の多さ
公共交通の乗り方の利便性（使いやすさ・アクセスの良さ）
ショッピングを楽しめるお店の多さ
魅力のあるレジャー・観光スポットの多さ
無料公衆無線ＬＡＮ環境などネット環境の良さ
魅力ある宿泊施設がある
魅力のある特産品や土産物の多さ
両替・ＡＴＭ・クレジットカード等の利用のしやすさ

49.2 
43.0 
42.6 
36.0 
34.2 
34.0 
33.8 
31.6 

31.0

内容順位 割合（％）

1

2 

3

4 

5

6 

7

8

10

フリーコメントより
好きなレストランの予約を取りたかったが言葉の壁があり、予約できなかっ
た。（香港／女性／48歳）／地下鉄の路線がわかりにくい。とても理解し
にくい。インフォメーションセンターの人員が不足していて、切符購入の問
題を解決するために長いこと待たなければならず、時間の無駄だった。（香
港／女性／39歳）／旅行者が使用できる無料Wi-Fi 施設がもっとあれ
ばよい。日本にハラルレストランがもっとあれば。（シンガポール／男性／
26歳）／国際空港のスタッフさえ英語が話せないことに非常にがっかり
した。（オーストラリア／男性／46歳）／日本はとても人気があるので、直
前に旅行を予約することは難しい。直前に予約できるホテルがもっと必要。

（オーストラリア／女性／46歳）／公共交通機関が常に極めて混雑してい
る。旅行をしっかり計画することがとても重要。（フランス／男性／29歳）

表4 訪日旅行でよくなかったサービス
        （全体／複数回答 ）

地元の人との多言語でのコミュニケーション
飲食店のスタッフの多言語での対応力
無料公衆無線ＬＡＮ環境などネット環境の良さ
観光施設のスタッフの多言語での対応力
宿泊施設のスタッフ・コンシェルジュの多言語での対応力
観光案内所のスタッフの多言語による対応力
観光案内人（ガイド）の多言語による対応力
公共交通の乗り方の利便性（使いやすさ・アクセスの良さ）
公共交通機関の切符の入手や予約のしやすさ
食事の好みや制約条件（ハラール・ベジタリアンなど）に
対応できる飲食店の多さ

19.0 
18.6 
11.8 
11.4 

9.2 
8.6 
7.6 

7.4 

32.4

内容順位 割合（％）

1

2 

3

4 

6 

7

8

10

あてはまるものはない

表2 訪日旅行を楽しむために必要なサービス・対応       
（全体／複数回答 ）

公共交通の乗り方の利便性（使いやすさ・アクセスの良さ）
おいしい飲食店の多さ
地元の人のホスピタリティ
無料公衆無線ＬＡＮ環境などネット環境の良さ
公共交通機関の快適性（乗り心地・乗務員の対応）
両替・ＡＴＭ・クレジットカード等の利用のしやすさ
魅力ある飲食店の多さ
観光案内所のスタッフの多言語による対応力
飲食店のスタッフの多言語での対応力
魅力ある宿泊施設がある
地元の人との多言語でのコミュニケーション

35.8 
34.6 
29.8 
28.6 
28.0 
27.6 
27.2 
26.4 

内容 割合（％）

1

2 

3

4 

5

6 

7

8

順位

25.0 74.0

52.0 46.0

57.0

14.0

41.0

67.8

82.0 17.0

46.0 50.0

50.0 48.0

0 50 100

0.41.6

3.0

2.0

2.0

2.715.3

1.0

0

0

1.0

1.0

0

0.2

0

出発前の
期待を超えて
非常に
満足した

出発前の
期待どおりに
満足した どちらとも

いえない

出発前に比べてやや不満だった
出発前に比べて非常に不満だった
※訪日外国人の回答数ゼロ

出発前に比べて非常に不満だった

不満

態度保留以下

98.0

99.0

96.0

99.0

98.0

98.0

 4.50

 4.23

 4.41

 4.81

 4.48

 4.55

満足計
（％）

加重平均値
（点）

満⾜

全体

香港

シンガポール

アメリカ合衆国

オーストラリア

フランス

全体

（n=500）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

（n=600）

訪日外国人

日本人国内旅行者

居住国別

図15 直近の訪⽇旅⾏の総合満⾜度 （全体／単一回答）

あまり行きたいと思わない

出発前に比べて非常に不満だった

全く行きたいと思わない
※訪日外国人の回答数ゼロ

非意向

態度保留以下

満足計
（％）

加重平均値
（点）

73.2

62.0

23.4

32.0 6.0

74.0 24.0

88.0 11.0

71.0 24.0

35.0 47.7 14.2

71.0 26.0

0 50 100

3.2

4.0

3.0

2.0

1.0

1.3

0

1.0

0

0

0.2

0

非常に
行きたいと
思う

やや
行きたいと
思う どちらとも

いえない

96.6

94.0

95.0

99.0

97.0

98.0

 4.70

 4.56

 4.65

 4.87

 4.68

 4.72

意向

全体

香港

シンガポール

アメリカ合衆国

オーストラリア

フランス

全体

（n=500）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

（n=100）

（n=600）

訪日外国人
居住国別

日本人国内旅行者

図16 訪日旅行リピート意向 （全体／単一回答）

1.8

（%）

（%）

10　March  201711 March  2017　



　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
認
定
外
国
人
観
光
案
内
所
※

に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
飛
騨
高
山
観
光
案

内
所
。
４
人
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
、
会

話
に
不
自
由
な
い
英
語
力
の
持
ち
主
だ
。

と
い
う
の
も
、
高
山
市
で
は
約
30
年
前
か

ら
外
国
人
旅
行
者
対
応
を
意
識
。「
英
語

が
話
せ
る
」こ
と
も
、
ス
タ
ッ
フ
採
用
の

必
須
条
件
と
な
っ
て
長
い
。

　

近
隣
に
は
訪
日
外
国
人
に
人
気
の
白
川

郷
が
あ
り
、
冬
の
雪
景
色
で
も
知
ら
れ
る

高
山
は
、
夏
は
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
等
欧
州
か
ら
、
冬
は
タ
イ
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
含
む
ア
ジ
ア
か
ら
の
旅
行

者
が
多
い
。
し
か
し
現
場
で
の
対
応
は
英

語
の
み
で
、
他
の
言
語
の
必
要
性
は
ほ
ぼ

感
じ
て
い
な
い
。
中
国
人
旅
行
者
に
つ
い

て
は
ま
れ
に
英
語
が
通
じ
な
い
こ
と
も
あ

り
、
市
の
観
光
課
と
し
て
も
中
国
語
人
材

が
常
駐
で
き
れ
ば
理
想
と
考
え
て
は
い
る

が
、
人
口
９
万
人
弱
の
高
山
市
で
そ
こ
ま

で
の
人
材
確
保
は
困
難
。
そ
れ
も
あ
っ
て

の「
ま
ず
は
英
語
対
応
を
し
っ
か
り
」と

い
う
方
針
だ
が
、
英
語
人
材
に
つ
い
て
は

確
保
に
困
っ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

　

来
所
者
中
に
外
国
人
の
占
め
る
割
合
は

約
５
割
。
相
談
の
大
半
は
ホ
テ
ル
や
観
光

ス
ポ
ッ
ト
へ
の「
行
き
方
」だ
が
、
そ
の

日
の
観
光
コ
ー
ス
の
相
談
を
受
け
た
り
、

J
R
の
車
内
に
忘
れ
物
を
し
た
人
が
忘
れ

物
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
す
る
の
を
手
伝
う
な

ど
、
営
業
中
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
、
込
み

入
っ
た
英
語
の
相
談
に
も
対
応
可
能
だ
。

さ
ら
に
言
語
面
で
の
対
応
か
ら
一
歩
進
ん

で
、
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
捉
え
た
情
報
の
質

の
向
上
に
も
努
め
て
い
る
。
レ
ン
タ
カ
ー

で
訪
れ
る
外
国
人
も
増
え
た
最
近
は
、
案

内
所
で
配
布
で
き
る
英
語
版
の
ド
ラ
イ
ブ

マ
ッ
プ
も
考
案
中
。
イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
の

旅
行
者
増
に
伴
い
、
ハ
ラ
ル
対
応
レ
ス
ト

ラ
ン
や
お
祈
り
場
所
に
つ
い
て
も
情
報
提

供
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

　

京
都
を
拠
点
に『
M
K
タ
ク
シ
ー
』を

展
開
す
る
エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社
で
は
、
１

９
９
０
年
代
か
ら
英
国
留
学
制
度
を
設
け

る
な
ど
ド
ラ
イ
バ
ー
の
英
語
力
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
２
０
１
３
年
か
ら
は
社

内
の
英
語
資
格
制
度
を
刷
新
、
年
２
回
の

試
験
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
１
〜
８
級
に
認
定

し
て
い
る
。
中
級（
目
安
は
４
級
）以
上

の
英
語
力
を
持
ち
、
支
障
な
く
観
光
案
内

が
で
き
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
90
年
代
初
頭

に
は
９
５
０
名
中
10
名
程
度
だ
っ
た
が
、

現
在
は
１
５
５
０
名
中
60
名
程
度
ま
で
増

加
。
昨
年
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
指
定

ハ
イ
ヤ
ー
事
業
者
と
な
っ
た
実
績
も
持
つ
。

　

こ
う
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
活
躍
す
る
の

は
主
に
、
乗
客
の
オ
ー
ダ
ー
で
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
る
観
光
タ
ク
シ
ー
や
貸
切
送
迎
車
。

京
都
市
内
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
と

の
提
携
や
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の
ド
ラ
イ
バ
ー

派
遣
な
ど
、
英
語
対
応
の
必
要
な
業
務
の

開
拓
に
も
全
社
的
に
取
り
組
む
。
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
乗
務
が
報

酬
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
学
習
の

動
機
付
け
と
も
な
っ
て
い
る
。
案
内
所
と

違
っ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
１
人
で
対
応
す

る
し
か
な
い
タ
ク
シ
ー
と
い
う
空
間
で
は
、

各
個
人
の
英
語
力
の
み
が
頼
み
の
綱
。
社

内
資
格
は
１
年
ご
と
の
更
新
を
義
務
づ
け

た
が
、
こ
れ
も
レ
ベ
ル
の
担
保
の
た
め
だ
。

　

こ
う
し
た
英
会
話
ド
ラ
イ
バ
ー
養
成
に

力
を
入
れ
る
一
方
で
、
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー

に
英
語
対
応
の
す
そ
野
を
広
げ
る
活
動
も

行
っ
て
い
る
。
実
は
、
外
国
人
の
多
い
京

都
と
は
い
え
、
一
般
の
タ
ク
シ
ー
利
用
者

は
全
社
で
１
日
約
２
万
組
の
う
ち
１
０
０

組
程
度
。
英
語
に
ほ
ぼ
関
わ
ら
な
い
ま
ま

乗
務
を
こ
な
す
こ
と
も
現
実
に
は
可
能
で
、

な
か
な
か
意
識
が
上
が
ら
な
い
ド
ラ
イ
バ

ー
が
い
る
の
も
事
実
だ
っ
た
。
と
き
に
は
、

外
国
人
旅
行
者
が
路
上
で
タ
ク
シ
ー
を
呼

ん
で
い
る
の
に
、
英
語
対
応
が
苦
手
だ
か

ら
と
通
過
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
。
こ
う

し
た
事
態
の
解
決
に
向
け
、
２
０
１
０
年

度
か
ら
３
回
に
わ
た
っ
て
Ｗ
Ｄ
Ｃ（
ワ
ー

ル
ド
・
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
カ
ッ
プ
）と
い

う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
３
人
１
組
で
チ
ー

ム
を
組
み
、
外
国
人
乗
客
と
の
間
で
起
こ

り
そ
う
な
場
面
を
寸
劇
で
演
じ
る
と
い
う

も
の
で
、「
身
振
り
手
振
り
で
も
と
に
か

く
伝
え
る
」「
挨
拶
だ
け
で
も
相
手
の
言

葉
で
」と
い
っ
た
体
験
で
当
事
者
意
識
や

度
胸
を
養
っ
た
。
昨
年
か
ら
は
社
内
で
英

会
話
を
学
ぶ
月
２
回
の「
英
語
サ
ロ
ン
」

も
実
施
。
乗
務
の
際
に
よ
く
あ
る
会
話
を

中
心
に
楽
し
く
英
語
に
触
れ
る
機
会
と
し

て
い
る
。

　

プ
レ
中
級
レ
ベ
ル
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ

っ
て
も
、
約
２
カ
月
の
海
外
留
学
を
経
験

す
る
と
、
外
国
人
向
け
観
光
タ
ク
シ
ー
で

の
対
応
が
で
き
る
レ
ベ
ル
に
成
長
す
る
と

い
う
。
現
在
は
、
ど
う
し
て
も
繁
閑
差
が

あ
る
観
光
の
場
面
で
、
英
会
話
ド
ラ
イ
バ

ー
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
能
力
を
発
揮
で
き

る
場
づ
く
り
に
つ
い
て
も
模
索
中
だ
。

人
口
９
万
人
弱
の
市
内
か
ら
で
も

英
語
人
材
な
ら
集
め
ら
れ
る

上
級
者
と
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が

別
の
方
法
で
対
応
力
を
磨
く

案内所スタッフの募集要件は英検2級以上。別の案内所には英
語業務経験を持つシルバー人材センターのガイドも

外国人向けにも国内市場向けと変わらない親切な
サービスを目指し「帰国後に人に語ってもらえる接客」
を目指すMKタクシー

意外とアリかも？
フリーコメントにみる

多言語対応
今すぐできる
解決術

　

観
光
案
内
ア
プ
リ
、
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

I
T
サ
ー
ビ
ス
を
味
方
に
つ
け
る
の
も
一
つ
の

方
法
。
そ
の
た
め
に
も
W
i
‐
F
i
は
充
実
さ

せ
た
い
。

 

「
日
本
の
有
名
な
観
光
地
へ
の
行
き
方
を
示
す

ア
プ
リ
が
あ
る
と
い
い
」（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

女
性
・
34
歳
）

 

「
旅
行
者
用
の
翻
訳
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
善
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
旅
行
者
も
英
語
を
使
う
こ
と
が

で
き
る
」（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
男
性
・
39
歳
）

 

「
無
料
の
W
i
‐
F
i
が
も
っ
と
あ
っ
た
ら
、

道
に
迷
っ
た
り
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
が
い
な
い
と
き
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
調
べ
ら
れ
る
」（
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
女
性
・
38
歳
）

　

英
語
の
で
き
る
日
本
人
旅
行
者
な
ど
、
お
客

さ
ん
の
力
を
借
り
る
の
は
恥
じ
ゃ
な
い
！ 

き

っ
と
喜
ん
で
協
力
し
て
く
れ
る
は
ず
。

 

「
ホ
テ
ル
に
荷
物
が
届
い
て
い
る
か
を
尋
ね
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
が
あ
っ
た
。
し
か

し
他
の
ゲ
ス
ト
が
助
け
て
く
れ
た
」（
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
・
女
性
・
21
歳
）

話
せ
な
く
て
も
！ 

シ
ン
プ
ル
で
も
！

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
解
決
？

お
客
さ
ん
の
力
で
も
借
り
る
！

案内所など専門の窓口以外で
は、訪日外国人の多言語対応へ
の要望は意外と大らかなよう。
実際にコメントにあった「これで
十分!」なシーンをご紹介。

飛
騨
高
山
観
光
案
内
所
（
岐
阜
県
高
山
市
）

欧
州
、ア
ジ
ア
の
幅
広
い
旅
行
者
層
に
も

「
ま
ず
は
英
語
を
し
っ
か
り
と
」で
対
応

エ
ム
ケ
イ
株
式
会
社（
京
都
府
京
都
市
）

英
語
上
級
者
を
重
要
乗
務
に
配
し
つ
つ

全
体
の
意
識
向
上
を
図
る
仕
掛
け
と
は
？

「
一
元
的
品
質
」と
し
て
対
応
が
急
が
れ
る
多
言
語
対
応
、

独
自
の
付
加
価
値
と
な
り
得
る「
魅
力
的
品
質
」と
し
て
の
地
元
と
の
交
流
。

す
で
に
こ
う
し
た
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
場
で
、
現
状
や
課
題
を
聞
い
て
み
た
。 へ
の
取
り
組
み
事
例

事例

事例

多言語
対応❶

1
事例

多言語
対応❷

2

 ココがポイント！
古くから観光案内所ス
タッフは全員英語必須
と決めて採用。

対応言語数を増やすより
は、訪日客に必要な情
報の質向上を目指す。

 ココがポイント！
能力を発揮できる場を
用意して英語学習のモ
チベーションを上げる。

消極層にも英語対応の
当事者意識と度胸を植
え付けてボトムアップ。

※全国の外国人受入体制の整った観光案内所をJNTO（日本政府観光局）が認定したもの。高山市観光案内所はカテゴリー２（少なくとも英語で対応可能なスタッフが常駐し、
広域の案内を提供する）に該当する。

　

案
内
所
は
と
も
か
く
、
一
般
人
同
士
の
レ
ベ

ル
で
は
、
シ
ン
プ
ル
な
言
葉
＋
行
動
で
十
分
喜

ん
で
も
ら
え
そ
う
だ
。

 

「
迷
っ
て
道
を
た
ず
ね
た
と
き
、
彼
ら
は
英
語

が
話
せ
な
い
の
に
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て

私
を
助
け
て
く
れ
、
目
的
地
ま
で
案
内
さ
え
し

て
く
れ
た
」（
香
港
・
女
性
・
34
歳
）

 

「
日
本
人
が
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
な
英
語
を
話
し
、

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
理
想
的
」（
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
男
性
・
42
歳
）
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連
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
過
去
に「
闇
鍋
」「
羽

子
板
」「
豆
ま
き
」な
ど
を
展
開
。
地
元
の

仲
間
で
楽
し
む
遊
び
が
、
宿
泊
中
の
外
国

人
ゲ
ス
ト
が
自
然
と
町
に
溶
け
込
む
機
会

に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

外
国
人
旅
行
者
は
、
基
本
的
に
情
報
が

あ
る
と
こ
ろ
に
し
か
た
ど
り
着
け
な
い
。

し
か
し
、
本
当
に
日
本
の
伝
統
が
感
じ
ら

れ
る
の
は
、
た
と
え
ば
須
坂
の
地
元
の

「
ど
ん
ど
焼
き
」の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア

に
載
ら
な
い
イ
ベ
ン
ト
だ
と
山
上
さ
ん
は

考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な
小
さ
な

情
報
も
逃
さ
な
い
よ
う
ア
ン
テ
ナ
を
張
る

こ
と
を
怠
ら
な
い
。
同
時
に
、
日
々
外
国

人
旅
行
者
に
接
し
て
い
る
か
ら
で
き
る
の

が
、
本
当
に
役
に
立
つ
情
報
の
取
捨
選
択
。

た
と
え
ば
、
い
く
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

人
が
自
然
好
き
だ
と
い
っ
て
も
、
免
許
を

持
た
ず
に
来
日
し
て
い
る
彼
ら
に
車
で
し

か
行
け
な
い
ス
ポ
ッ
ト
を
勧
め
た
り
は
し

な
い
の
だ
。
こ
う
し
て『
蔵
』の
よ
う
な

滞
在
型
拠
点
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
地
域
の
情

報
を
集
め
、
ゲ
ス
ト
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
直
接
発
信
し
、
同
時
に
つ
な
ぎ
役
を
務

め
る
と
い
う
形
に
は
、
外
国
人
旅
行
者
と

地
元
の
交
流
を
実
現
す
る
非
常
に
有
効
な

ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

それでも私たち楽しかった！
フリーコメントにみる

「ニッポンの
ここがよかった」
コメント集

　
本
の
文
化
と
人
々

を
と
て
も
気
に
入

っ
た
。
日
本
の
文
化
の
歴

史
に
つ
い
て
多
く
を
学
び
、

と
て
も
興
味
を
持
っ
た
。

日
本
の
食
べ
物
と
調
理
法
に
つ
い
て
学
ぶ
の
を

楽
し
ん
だ
。
日
本
人
は
調
理
の
ス
キ
ル
、
レ
シ

ピ
、
食
べ
物
に
つ
い
て
熱
心
に
教
え
て
く
れ
た
。

ホ
テ
ル
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
美
し
く
、
豪

華
だ
っ
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
素
晴
ら
し
く
、

私
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
限
度
額
ま
で

（
笑
）
使
っ
た
が
、
後
悔
は
し
て
い
な
い
…
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
／
女
性
／
35
歳
）

　
本
人
は
と
て
も
友

好
的
で
親
切
だ
。

友
人
が
Ｊ
Ｒ
で
バ
ッ
グ
パ

ッ
ク
を
失
く
し
た
と
こ
ろ
、

ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
が
Ｊ

Ｒ
に
電
話
を
し
て
届
出
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
夜
に
バ
ッ
グ
が
見
つ
る
と
、
そ
の
ス
タ
ッ

フ
が
す
ぐ
に
連
絡
を
く
れ
た
。
こ
れ
に
は
大
変

感
謝
し
て
い
る
。
海
外
に
い
て
、
私
た
ち
は
日

本
語
を
話
せ
な
い
の
で
、
す
べ
て
は
彼
ら
が
助

け
て
く
れ
た
お
か
げ
だ
。
こ
れ
が
他
の
場
所
だ

っ
た
ら
欲
深
い
人
が
バ
ッ
グ
を
取
っ
て
し
ま
い
、

バ
ッ
グ
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。（
香

港
／
女
性
／
20
歳
）

　
る
地
元
の
人
が
仕

事
先
へ
行
く
途
中
、

私
た
ち
が
電
車
に
う
ま
く

乗
れ
る
よ
う
に
、
駅
ま
で

私
た
ち
を
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
の
に
感
動
し
た
。
駅
ま
で
行
く
途
中
に

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
、
日
本
の
生
活
の
仕
方

に
つ
い
て
学
ん
だ
。（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
／
女
性

／
43
歳
）

　
士
山
を
探
訪
し
、

別
府
の
旅
館
で
眠

り
、
京
都
に
関
す
る
こ
と

を
読
ん
で
以
来
夢
見
て
い

た
京
都
を
訪
れ
、
マ
ン
ガ

で
読
ん
だ
東
京
を
訪
れ
る
…
と
い
う
体
験
を
と

て
も
気
に
入
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
旅
行
だ
っ
た

（
フ
ラ
ン
ス
／
女
性
／
32
歳
） 取り組むべき課題はあれど、も

う一度思い出したいのは総合満
足度98％という結果。業界の
励みになる「よかった！」コメント
を、改めて胸に刻みたい。

　たとえばイギリスに行こうとする人に、
ロンドンではなくグラスゴーに来てくださ
いと誘致する。フランスに行く人に、パ
リではなくリヨンに来てくださいと言う。
訪日外国人を地方に誘致するとはつまり
そういうことである。インバウンド3.0とで
もいうべきフェーズに入り、地方への送
客が最大ミッションとなっている観光立
国日本では、これからまさにマーケティン
グがより重要になってくる。
　こういわれると、地方への誘客がどれ
だけ大変なものか気が遠くなりそうだが、

『とーりまかし』で最初のインバウンド特集
である2008年の記事には、はとバスの
外国人ツアーに参加したマレーシア人女
性のこんなコメントがあった。「（浅草の）
仲見世通りはツーリスティックすぎるわ
ね。もっと普通の東京に興味があるの」。
基本的にこの頃からインバウンドの構造
は変わっていないのだ。彼女がいう「普
通の東京」というのは「東京の日常」「東
京人の生活」を指すのだろう。確かに外
国人にしてみれば、有名なお祭りよりも、
小さな町の子ども神輿の方が興味を掻
き立てられるのかもしれないし、東京の
ラッシュアワーやラーメンの湯切り体験
などが注目を集めるのも、日常文化がコ
ンテンツになり得るヒントだ。私自身、ホ
ーチミンで一番エキサイトした体験は地
元の人たちの結婚式に遭遇したことだっ
たし、スコットランドで道に迷ってたどり
着いたこの世の果てのような景色が忘
れられない旅の記憶としてある。
　地方に勝機があるとすれば、やはりキ
ーワードは「文化」。それも日常に近いほ
どそれは魅力を増す。必要なのは、地方
の「勇気」か、むしろ「気負い」が逆に不
要なのかもしれない。

ロンドンを通過して
グラスゴーに人を呼べるか

担当研究員より

　

須
坂
市
は
、
長
野
市
と
上
田
市
に
隣
接

し
、
製
糸
業
で
栄
え
た
歴
史
を
持
つ
人
口

約
５
万
人
の
小
さ
な
市
。『
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
蔵
』は
そ
ん
な
須
坂
で
、
築
１
０
０
年

の
古
民
家
を
利
用
し
て
営
む
宿
泊
施
設
だ
。

宿
泊
客
の
約
半
数
は
外
国
人
旅
行
者
。
長

期
滞
在
中
で
、
東
京
、
京
都
、
広
島
な
ど

の
有
名
観
光
は
す
で
に
来
訪
済
み
と
い
う

人
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
以
来
知
名
度

も
あ
り
、
J
R
パ
ス
で
ア
ク
セ
ス
も
し
や

す
い
長
野
に
目
を
向
け
る
ケ
ー
ス
は
多
い
。

そ
ん
な
旅
行
者
の
中
に
、
長
野
駅
周
辺
な

ど
で
は
な
く
こ
の
宿
を
選
ぶ
人
が
い
る
の

は
、
外
国
人
旅
行
者
の
間
で
絶
大
な
人
気

を
誇
る『
地
獄
谷
野
猿
公
苑
』へ
の
通
り

道
で
あ
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
だ
が
、

「
せ
っ
か
く
な
ら
日
本
の
静
か
な
田
舎
を

見
た
い
」と
い
う
動
機
も
大
き
い
と
い
う
。

さ
ら
に
宿
の
開
業
か
ら
５
年
経
っ
た
現
在
、

増
え
て
い
る
の
は
、
実
際
に
宿
泊
し
た
ゲ

ス
ト
の
口
コ
ミ
に
触
れ
、
あ
る
い
は
リ
ピ

ー
タ
ー
と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ「
こ
こ
に
泊

ま
り
た
い
」と
訪
れ
る
人
た
ち
だ
。

　

そ
う
し
た
評
価
が
定
着
し
た
理
由
と
し

て「
地
元
の
人
と
の
交
流
の
効
果
は
大
き

い
」と
語
る
の
は
オ
ー
ナ
ー
の
山
上
万
里

奈
さ
ん
だ
。
交
流
が
生
ま
れ
る
場
面
の
一

つ
は
食
事
の
時
間
。
宿
が
素
泊
ま
り
な
の

で
、
食
事
の
た
め
に
は
居
酒
屋
な
ど
を
紹

介
す
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
山
上
さ
ん
自

身
も
通
う
知
人
の
店
を
選
ぶ
。
外
国
人
に

は
一
見
ハ
ー
ド
ル
の
高
そ
う
な
ロ
ー
カ
ル

な
居
酒
屋
も
、
店
に
入
る
と
、
事
情
を
よ

く
知
る
店
の
人
か
ら「『
蔵
』の
お
客
さ

ん
？
」と
声
が
か
か
る
フ
ラ
ン
ク
な
雰
囲

気
。
夜
な
ら
適
度
に
お
酒
の
入
っ
た
に
ぎ

や
か
な
空
気
の
中
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

翻
訳
機
能
と
片
言
の
英
語
で
会
話
が
盛
り

上
が
り
、
宿
に
戻
っ
た
ゲ
ス
ト
が「
日
本

で
過
ご
し
た
中
で
今
夜
が
一
番
楽
し
か
っ

た
」と
話
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

だ
。
ゲ
ス
ト
が
宿
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
過
ご
し

て
い
る
と
き
に
山
上
さ
ん
の
友
人
が
訪
れ
、

言
葉
を
交
わ
す
う
ち
に
意
気
投
合
、
翌
日

一
緒
に
地
獄
谷
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
と

い
う
話
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
交
流
を
支
え
て
い
る
の
が
、

つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
山
上
さ
ん
の
存
在
。

東
京
か
ら
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
開
業
の
た
め
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
山
上
さ
ん
の
活
動
は
、
地

元
の
人
と
の
密
な
関
係
づ
く
り
か
ら
始
ま

っ
た
。
祭
り
や
朝
市
な
ど
に
こ
ま
め
に
顔

を
出
し
、
多
業
種
の
友
人
を
作
る
。
そ
の

う
え
で
自
分
が
本
当
に
気
に
入
っ
た
店
や

ス
ポ
ッ
ト
だ
け
を
ゲ
ス
ト
に
紹
介
す
る
。

ゲ
ス
ト
が
行
け
ば
、
山
上
さ
ん
を
知
る
町

の
誰
か
が
必
ず
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
は

前
述
の
と
お
り
。
楽
し
ん
で
戻
っ
た
ゲ
ス

ト
の
感
想
は
、
山
上
さ
ん
が
き
ち
ん
と
聞

き
取
っ
て
店
側
に
も
伝
え
て
い
る
。
相
手

が
飲
食
店
な
ら
、
英
語
の
で
き
る
山
上
さ

ん
や
宿
の
ス
タ
ッ
フ
自
ら
が
店
の
メ
ニ
ュ

ー
を
英
語
に
翻
訳
し
て
置
い
て
も
ら
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
。「
自
分
だ
け
で
は
で
き

な
い
お
も
て
な
し
を
代
わ
り
に
し
て
も
ら

っ
て
い
る
」と
い
う
意
識
か
ら
の
協
力
関

係
だ
が
、
こ
う
し
た
繰
り
返
し
で『
蔵
』

の
ゲ
ス
ト
を
町
全
体
で
受
け
入
れ
、
交
流

す
る
ム
ー
ド
が
生
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

　

山
上
さ
ん
自
身
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

も
あ
る
。『
本
気
の
〇
〇
』と
銘
打
っ
た
一

地
元
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係
が

外
国
人
ゲ
ス
ト
の
受
け
皿
に

小
さ
な
情
報
を
収
集
し
、

役
立
つ
も
の
だ
け
を
提
供
す
る

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
蔵（
長
野
県
須
坂
市
）

外
国
人
ゲ
ス
ト
と
地
元
住
民
を
つ
な
ぐ

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
い
う
機
能

事例

地元の人
との交流

3

 ココがポイント！
地域で信頼関係を築い
た「つなぎ役」が旅行者
を住民に結びつける

旅行者のコンタクト先
（宿など）が情報を集め、
発信する効果は大

日日あ富

じゃらんリサーチセンター
研究員
森戸香奈子

「じゃらん宿泊旅行調査」「人気温泉地
ランキング」などJRCの調査を主に担当。

宿の建物は古い蚕農家のもの。イベント「本気の羽子板」
は繭蔵だったフリースペースで実施した

左／ゲストハウス方式の宿では宿泊客
がラウンジで過ごす時間も長い。そこ
に地元に住む山上さんの友人が顔を
出し、交流が深まる　上／ゲストと地
元の若者が意気投合、皆で志賀高原
へ出かけたときの1コマ
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Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
情
報
の
収
集
・
管
理

が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
膨
大

な
デ
ー
タ
＝
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
ビ
ジ
ネ

ス
に
活
用
す
る
期
待
が
近
年
高
ま
っ
て

い
る
。
そ
し
て
２
０
１
５
年
９
月
に
改

正
個
人
情
報
保
護
法
が
成
立
し
た
こ
と

に
よ
り
収
集
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
環
境

も
整
い
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
サ
ー
ビ

ス
は
一
気
に
広
が
っ
た
。

 

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」と
呼
ば
れ
る
情
報

の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
観
光
業

界
に
お
い
て
特
に
活
用
で
き
る
の
は
Ｇ

Ｐ
Ｓ
な
ど
に
よ
り
携
帯
端
末
の
現
在
地

情
報
を
収
集
す
る
こ
と
で
わ
か
る「
人

の
動
き
」に
関
す
る
情
報
で
あ
る
。
こ

の
情
報
を
分
析
す
れ
ば
、
携
帯
端
末

（
つ
ま
り
そ
の
持
ち
主
）が
い
つ
ど
こ

へ
何
時
間
滞
在
し
た
か
と
い
っ
た
動
き

が
つ
ま
び
ら
か
に
な
る
。「
交
流
人
口
を

増
や
し
た
い
」「
観
光
資
源
を
活
用
し
た

い
」と
い
っ
た
地
域
課
題
の
解
決
策
を

探
る
際
は
ま
ず
現
状
を
知
る
必
要
が
あ

る
が
、
こ
う
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析

を
活
用
す
れ
ば
、
従
来
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
聞
き
取
り
に
よ
る
調
査
に
加
え
て
膨

大
な
サ
ン
プ
ル
数
か
ら
高
精
度
の
情
報

が
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
も
す
で
に
位
置
情
報
デ
ー

タ
を
分
析
・
考
察
し
て
観
光
課
題
の
解

決
に
役
立
て
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
も
本
誌
に
て
報
告
を
し

て
い
る
。
そ
の
際
に
利
用
し
た
の
は
某

携
帯
電
話
キ
ャ
リ
ア
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
位
置
情
報
分
析
サ
ー
ビ
ス

で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ユ
ー
ザ
ー
の
う

ち
、
対
象
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
お
り
、
か
つ
位
置
情
報
の
取
得
に
同

意
を
得
た
ユ
ー
ザ
ー
が
分
析
対
象
で
あ

る
。
先
ほ
ど
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
情
報
の
強
み
と
し
て「
分
析
サ
ン
プ

ル
数
の
多
さ
」「
分
析
精
度
の
高
さ
」を

挙
げ
た
。
こ
の
分
析
サ
ー
ビ
ス
も
従
来

の
地
道
な
調
査
に
比
べ
る
と
格
段
の
進

歩
が
見
ら
れ
る
が
、
問
題
点
は
ゼ
ロ
で

は
な
か
っ
た
。
一
つ
は
分
析
サ
ン
プ
ル

数
の
問
題
で
あ
っ
た
。
キ
ャ
リ
ア
を
横

断
で
き
ず
、
ど
う
し
て
も
一
社
に
絞
り

込
む
必
要
も
あ
る
た
め
に
、
条
件
を
満

た
し
て
い
る
分
析
対
象
ユ
ー
ザ
ー
数
は

全
体
で
も
数
百
万
人
程
度
と
な
っ
て
し

ま
う
。
さ
ら
に
観
光
分
野
の
調
査
で
は

特
定
市
区
町
村
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
別
に

区
切
っ
て
調
査
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
た
め
、
サ
ン
プ
ル
数
は
ど
う
し

て
も
減
少
し
て
し
ま
う
。
ま
た
基
地
局

情
報
も
含
め
る
こ
と
で
全
体
サ
ン
プ
ル

数
は
多
く
な
る
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報

デ
ー
タ
に
比
べ
る
と
精
度
の
高
い
分
析

が
で
き
ず
、
よ
り
狭
域
の
動
態
を
知
り

た
い
際
は
も
の
足
り
な
く
も
あ
る
。
も

う
一
つ
、
同
サ
ー
ビ
ス
に
限
ら
ず
、
特

定
キ
ャ
リ
ア
が
位
置
情
報
デ
ー
タ
の
提

供
元
で
あ
る
場
合
、
１
回
あ
た
り
の
情

報
提
供
サ
ン
プ
ル
数
が
Ａ
社
は
８
０
０

０
、
Ｂ
社
は
１
０
０
０
な
ど
と
上
限
が

設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
分
析
対
象
と
す
る
属
性
の
条
件

ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
社
で
は
以
前
か
ら

日
常
消
費
領
域
に
お
け
る
多
彩
な
カ
テ

ゴ
リ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
提

供
し
て
お
り
、
携
帯
電
話
キ
ャ
リ
ア
に

よ
ら
な
い
多
数
の
会
員
を
抱
え
て
い
る
。

ま
た
、
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
に
は
観
光
に

関
す
る
ク
チ
コ
ミ
情
報
も
日
々
蓄
積
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
、
ア
プ

リ
や
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
か
ら
収
集
で
き

る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
て
い
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
従
来
サ
ー
ビ
ス
の
課

題
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
観
点
に
立
ち
、
地

域
活
性
・
観
光
振
興
分
野
な
ど
の
調
査

に
特
化
し
た
分
析
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
、
体
制
が
整

い
提
供
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

従
来
の
課
題
に
対
す
る「
地
域
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
」の
改
善
策
は
、

第
一
に
携
帯
端
末
等
位
置
情
報
の
収
集

元
と
な
る
デ
ー
タ
数
が
大
幅
に
改
善
さ

れ
た
こ
と
。
次
に
分
析
精
度
は
１
２
５

ｍ
メ
ッ
シ
ュ
で
あ
り
、
か
な
り
地
点
を

絞
っ
た
位
置
情
報
デ
ー
タ
が
取
得
で
き

る
。
ま
た
、
位
置
情
報
デ
ー
タ
を
自
社

で
保
有
し
て
い
る
た
め
、
最
初
の
段
階

で
来
訪
者
の
う
ち
独
自
の
パ
ラ
メ
ー
タ

ー（
条
件
設
定
）に
よ
り
分
析
対
象
を
観

光
客
と
思
わ
れ
る
人
の
み
に
設
定
で
き
、

臨
機
応
変
な
条
件
設
定
も
可
能
と
な
っ

た
。
で
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
具
体
的

な
分
析
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
見
て
い
く
。

設
定
が
自
由
に
で
き
ず
、
旅
行
者
以
外

の
情
報
を
サ
ン
プ
ル
か
ら
弾
く
こ
と
が

難
し
い
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
懸
念
材
料
を
払
拭
す
る
新

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
リ
リ
ー
ス
し
た
の
が

今
回
取
り
上
げ
る「
地
域
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
」で
あ
る
。
リ
ク
ル
ー

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
で

地
域
の
現
状
が
見
え
て
く
る

観
光
分
野
に
活
用
す
る
際
、

従
来
サ
ー
ビ
ス
に
は
課
題
も

携
帯
キ
ャ
リ
ア
の
枠
を
超
え
た

膨
大
な
ユ
ー
ザ
ー
デ
ー
タ
を
活
用

従来サービスの課題
△携帯電話キャリアが限定され、位置情報を取得できるサンプルサイズが小さい
△分析精度は500ｍメッシュで、詳細エリアまで特定できない
△観光スポットやイベントと連動したデータが見られない

2017年リリース商品

あなたの
地域の特徴が

わかる！

地域コンディションレポート
定量分析
観光動態分析
携帯電話キャリア横断のアプリ会員を分析。
125ｍメッシュ単位で細かいエリアまで絞
り込み可能。

定性分析
じゃらんクチコミ情報、
じゃらん宿泊データ
じゃらん保有の膨大なクチコミ情報を活用。
宿泊実績の推移によるトレンド把握が可能。

観光誘客考察
じゃらんリサーチセンター
じゃらんリサーチセンターの研究ノウハウ
を活かしてデータを読み解き、企画・提案。

P o i n t

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
収
集
・
蓄
積
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
い
ま
や
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
を
行
う
企
業
も
多
数
登
場
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
で
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
サ
ー
ビ
ス
「
地
域
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
」
を
始
動
す
る
。

自
社
ア
プ
リ
や
じ
ゃ
ら
ん
保
有
の
膨
大
な
情
報
か
ら
読
み
取
れ
る
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
を
ご
紹
介
し
て
い
く
。

地
域
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト

新
商
品

位
置
情
報
分
析
、
ク
チ
コ
ミ
評
点
…

じ
ゃ
ら
ん
n
e
t
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
誘
客
戦
略
に

○調査対象エリアは全国1800市区町村の行政単位
○以下の調査結果を基にした調査分析報告書を年4回にわけて報告
○調査分析報告書は毎回A4用紙10枚程度、図表も用いてわかりやすく
○金額は80万円（税抜き）

 商品概要（簡易版）

じゃらんnetの宿泊予約実績の推移がわかる
「じゃらん宿泊実績情報」
年4回提出

C分析

リクルートライフスタイルの日常消費領域でサービス提供しているアプリの膨大な
ビッグデータの中から許諾を得たGPS情報などの端末位置情報を活用し、観光
動態情報を分析。

※属性データはリクルート各サービスデータより推計し統計処理
※旅行者データは地域住民や通過者を可能な限り除く処理を入れて判定したユーザー

多彩な自社アプリ会員のビッグデータを活用した
「観光動態分析」
年4回提出

A分析

じゃらんnetの膨大な観光情報から読み解く
「じゃらん観光ガイドクチコミ『観光・グルメスポット』
『イベント』『お土産』情報分析」 
年4回提出

B分析

※商品内容についてのお問い合わせは各地域エリアプロデューサーまで。☎03-6835-6250

16　March  201717 March 2017　 　
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「観光動態分析」
7つの
分析項目

 

「
地
域
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
」は

市
区
町
村
行
政
単
位
ま
た
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
地

域
単
位
で
申
し
込
み
可
能
。
調
査
期
間

は
１
年
間
で
、
年
４
回
の
報
告
書
を
提

出
す
る
予
定
。
調
査
結
果
の
報
告
だ
け

で
は
な
く
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
培
っ
て
き
た
知

見
を
基
に
地
域
課
題
や
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
を
考
察
し
、
戦
略
作
り
に
役
立
て
ら

れ
る
よ
う
な
提
案
も
行
う
。

　

調
査
内
容
は
大
き
く
分
け
て
３
つ
あ

り
、
そ
の
一
つ
が
Ａ「
観
光
動
態
分
析
」

だ
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
で
捉
え
た
携
帯
端
末

等
の
位
置
情
報
を
収
集
・
分
析
す
る
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り「
人
の
動
き
」が

把
握
で
き
る
。
現
在
地
情
報
の
収
集
元

と
な
る
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
ア
プ
リ
は
種
類
が
豊
富
な
た
め
、
サ

ン
プ
ル
対
象
と
な
る
ユ
ー
ザ
ー
の
属
性

も
幅
広
い
。
分
析
す
る
際
は「
35
〜
49

歳
」と
い
っ
た
よ
う
に
性
・
年
代
を
限

定
す
る
こ
と
も
で
き
、
属
性
ご
と
の
傾

向
も
わ
か
る（
一
部
地
域
は
除
く
）。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
回
答

者
が
細
か
い
滞
在
時
間
を
忘
れ
て
い
た

り
誤
認
が
あ
っ
た
り
し
て
、
正
確
な
回

答
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
し
か

し
携
帯
端
末
等
位
置
情
報
の
収
集
は
24

時
間
行
わ
れ
る
た
め
、
Ｐ
18
～
20
の
分

析
項
目
２「
旅
程
分
析
」４「
滞
在
時
間

分
析
」５「
時
間
帯
別
流
入
出
者
数
・
滞

在
者
分
析
」で
は
よ
り
詳
細
で
正
確
な

情
報
が
得
ら
れ
る
点
が
メ
リ
ッ
ト
だ
。

そ
し
て
１「
発
地
分
析
」３「
宿
泊
地
分

析
」６「
基
本
エ
リ
ア
内
周
遊
分
析
」７

「
基
本
エ
リ
ア
外
周
遊
分
析
」で
は
位
置

情
報
収
集
精
度
が
１
２
５
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
単

位
で
あ
る
点
が
優
位
に
働
き
、
市
区
町

村
単
位
の
み
な
ら
ず
、
地
図
に
位
置
情

報
を
落
と
し
込
む
こ
と
で
具
体
的
施
設

ま
で
絞
り
込
め
る
場
合
も
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
調
査
は
Ｃ「
じ
ゃ
ら
ん

宿
泊
実
績
情
報
」（
Ｐ
21
）。
全
国
約
２

万
５
８
０
０
軒
も
の
宿
泊
施
設
が
参
画

し
て
い
る
、
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
の
宿
泊

実
績
デ
ー
タ
と
い
う
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

分
析
し
て
、
調
査
対
象
地
域
に
ど
う
い

っ
た
宿
泊
者
が
訪
れ
て
い
る
か
、
そ
し

て
時
期
に
よ
り
宿
泊
者
が
ど
う
変
化
す

る
か
を
把
握
で
き
る
。

詳
細
か
つ
正
確
な

旅
行
者
の
行
動
が
丸
わ
か
り

「発地分析」

どんな旅行者が
どこから来たか？

「旅程分析」

エリア内外に何泊した？
日帰りか？

7

7

　発地を都道府県・市区町村単位まで
分析し、来訪者が多い発地がひと目で
わかる分布図も用意。来訪者の性・年
代別の発地の割合も集計。プロモーシ
ョンすべき発地・ターゲットが明らかに。

　性・年代別の旅程（日帰り、宿泊）や
宿泊場所（域内、域外）を集計。属性ご
との旅の傾向を知ることで、ターゲット
を絞った旅行商品の開発に活かせる。
集計期間は月単位で指定でき、知りたい
期間の状況をピンポイントで把握可能。

A分析

1

4
「滞在時間分析」

何時間くらい
滞在している？

7

　調査対象の都道府県単位および市区
町村単位の滞在時間が判明。月単位で
分析でき、季節ごとの違いも把握できる。

「女性20代は平均滞在4.3時間」といっ
た性・年代別の平均滞在時間も集計。

棒グラフは旅行者の滞在時間別の割合、線グ
ラフは滞在時間別の旅行者数を累計した割合。
この地域の場合は1時間未満の滞在が最多で、
滞在9時間未満の旅行者が80％

3
「宿泊地分析」

宿泊旅行者が
泊まった場所は？

7

　宿泊旅行者の宿泊地・宿泊者数を「市
区町村別×性・年代別」に集計。域内外
の宿泊状況を可視化することで課題も
見えてくる。本調査では22時～翌8時に
最も長く居住地以外に滞在した場合を

「宿泊」と定義している。

新商品  地域コンディションレポート

緑の丸の大きさは人数を表して
いる。分布図の縮尺は変更可能。
この分布図に加えて「居住地別
×性・年代別」にクロス集計した
一覧表で詳細な人数も判明する。

※図はいずれもイメージであり、予告なく変更される場合があります
18　March  201719 March 2017　 　

宿泊地がパッと見てわかる分
布図は発地分析と同様に縮尺
を変えられる。調査対象の期
間や性・年齢も選択可能

宿泊地として選ばれた
性・年代別の割合と、
宿泊地ごとの宿泊者
数を一覧表で表示



女性のみのグループ

5

2015年4月～6月

2015年7月～9月

2015年10月～12月

2016年1月～3月

※図はイメージ  

0 50 100%

ファミリーグループ3人以上2人1人

11.5 11.75 12.0%

　

じ
ゃ
ら
ん
n
e
t
に
掲
載
し
て
い
る

約
19
万
２
０
０
０
カ
所
の
観
光
・
グ
ル

メ
ス
ポ
ッ
ト
お
よ
び
、
イ
ベ
ン
ト
情
報

の
う
ち
調
査
対
象
地
域
に
関
す
る
施

設
・
情
報
の
ク
チ
コ
ミ
評
点
や
コ
メ
ン

ト
を
抽
出
。
認
知
度
の
高
い
施
設
や
、

性
・
年
代
別
や
旅
行
同
行
者
別
の
施
設

に
対
す
る
満
足
度
も
分
析
。

　

年
間
約

※

9
3
8
7
万
人
泊
に
お
よ
ぶ

じ
ゃ
ら
ん
n
e
t
の
予
約
販
売
デ
ー
タ

を
基
に
、
性
・
年
代
別
の
割
合
や
、
予

約
者
の
居
住
地
ラ
ン
キ
ン
グ
、
同
行
者

の
人
数
や
タ
イ
プ
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
女

性
同
士
）
を
分
析
。
調
査
年
度
を
希
望

の
期
間
で
区
切
っ
て
推
移
を
比
較
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

じゃらんnetを
データベースにした
「じゃらん
観光ガイドクチコミ

『観光・グルメスポット』
『イベント』『お土産』
情報分析」

宿泊者の推移を
比較できる
「じゃらん
宿泊実績情報」

6

「時間帯別流入出者数・
滞在者分析」

旅行者が多い
時間帯は？

「基本エリア外 
周遊分析（3エリア）」

自地域とあわせて
訪れている地域は？

「基本エリア内 
周遊分析（3エリア）」

旅行者に人気の
周遊エリアは？

7

7

7

　旅行者が多い時間帯（折れ線グラフ）
に加え、来た時間と帰った時間も1時間
ごとに集計（表組）。旅行者の行動パタ
ーンを把握し、多くの人にアプローチでき
るイベントの時間帯決めにも活用可能。

　調査対象地域外の3エリアを市区町
村単位で指定して、自地域を訪れる際に
どこの域外エリアに立ち寄る人が多いの
かを分析。域外との連携や、効果的なプ
ロモーションエリアを探ることができる。

　調査対象地域内の3エリアを市区町
村単位で指定して、指定エリアを訪れた
人の割合を分析。市区町村単位の詳細エ
リアの訪問状況が明らかに。データに基
づいた周遊モデルコースが設定できる。

※図は3エリア以上指定可能な詳細版のイメージ

クチコミの数を認知、得点を評価とし
て各施設のポジションが確認できる

「基本エリア」の選定は市内のみだけでなく、市
外を含む周辺の市区町村を選定することも可
能。この図では富士急ハイランドを訪れた人が
最も多く、次に富士山五合目の訪問者が多い
ことがわかる

7

「観光動態分析」
7つの
分析項目

A分析

グループサイズ別の宿泊実績比較

新商品  地域コンディションレポート

　

Ａ
や
Ｃ
の
よ
う
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
調
査
分
析
は
客
観
的
で
正
確

な
事
実
が
わ
か
る
が
、
万
能
で
は
な
い
。

来
訪
者
が
そ
の
地
域
を
訪
れ
た
理
由
や

地
域
・
観
光
資
源
に
対
す
る
満
足
度
と

い
っ
た
「
心
理
面
」、
ま
た
訪
問
先
で

何
に
い
く
ら
支
払
っ
た
か
な
ど
「
行
動

の
詳
細
」
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
だ
。
こ
う
し
た
定
性
分
析
を
担

う
の
が
Ｂ「
じ
ゃ
ら
ん
ク
チ
コ
ミ
分
析
」

（
Ｐ
21
）。
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
掲
載
の
観

光
・
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
情
報
に
寄
せ
ら

れ
た
、
実
際
に
訪
れ
た
人
に
よ
る
ク
チ

コ
ミ
コ
メ
ン
ト
や
満
足
度
評
点
を
活
用

し
た
調
査
だ
。

　

こ
う
し
た
旅
行
者
の
生
の
声
が
わ
か

る
定
性
調
査
と
、
Ａ
・
Ｃ
に
よ
る
定
量

調
査
、
そ
し
て
調
査
結
果
を
考
察
す
る

Ｊ
Ｒ
Ｃ
機
能
を
１
セ
ッ
ト
で
提
供
す
る

「
地
域
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
」が
、

地
域
を
よ
り
よ
い
未
来
へ
と
導
く
一
助

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

ク
チ
コ
ミ
調
査
も
活
用
し
て

旅
行
者
の
心
理
面
も
把
握

※2015年10月～2016年9月実績

B分析

C分析

※図は3エリア以上指定可能な詳細版のイメージ
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何時に来た人が何時に出るこ
とが多いのかがわかる。この場
合は全時間帯で流入・流出の
時間が同じ人が最も多く、1時
間未満の滞在が多いと判明

流入出のピークをチェック。こ
の場合は、来るのは8時、帰
るのは18時という旅行者がそ
れぞれ最も多いことがわかる

この場合、富士吉田市
（調査対象地域）を訪れ
る際は河口湖と組み合
わせている人が最も多い
ことが読み取れる



　

前
ペ
ー
ジ
ま
で
紹
介
し
て
き
た「
地

域
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
」は
７

項
目
の
観
光
動
態
分
析
と
、
じ
ゃ
ら
ん

ク
チ
コ
ミ
分
析
、
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
実
績

情
報
を
セ
ッ
ト
に
し
た
基
本
パ
ッ
ケ
ー

ジ（
簡
易
版
）。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
さ

ら
に
活
用
し
、
地
域
の
詳
細
が
わ
か
る

詳
細
版
と
し
て「
じ
ゃ
ら
ん
観
光
動
態

調
査
」も
同
時
に
リ
リ
ー
ス
す
る
。

　

詳
細
版
で
は
観
光
動
態
分
析
の
項
目

が
全
12
項
目
に
な
る
。
追
加
項
目
と
し

て
は
、
入
れ
込
み
客
数
の
把
握
に
役
立

つ
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
別

の
訪
問
者
数
分
析
、
任
意
で
指
定
で
き

る
具
体
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
間
の
周
遊

状
況
分
析
、
ど
の
よ
う
な
交
通
手
段
で

訪
問
し
て
い
る
か
が
わ
か
る
経
路
分
析

な
ど（
左
図
参
照
）。
ま
た
、
簡
易
版

で
は
指
定
で
き
る
範
囲
が
各
３
市
区
町

村
ま
で
に
限
ら
れ
て
い
た
基
本
エ
リ
ア

内
周
遊
分
析
と
基
本
エ
リ
ア
外
周
遊
分

析
は
、
詳
細
版
で
は
各
５
市
区
町
村
ま

で
指
定
可
能
に
。
た
と
え
ば
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や

広
域
観
光
振
興
に
取
り
組
む
組
織
が
圏

域
の
現
状
を
把
握
し
た
い
場
合
な
ど
に

も
活
用
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
調
査
分
析

内
容
は
要
望
に
応
じ
て
さ
ら
に
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
も
可
能
な
の
で
、地
域
の
特
性
や

課
題
に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
を
得
ら
れ
る
。

よ
り
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て

地
域
の「
現
状
」を
調
査
分
析

新商品  地域コンディションレポート簡易版・詳細版の調査分析項目比較

より詳しい分析が可能な詳細版も用意。
地域の観光戦略を構築するため、
いち早く詳細版の「じゃらん観光動態調査」を
利用した自治体の事例を見てみよう。
調査分析の最終報告前の取材ではあるが、
利用した方の声も参考にしてほしい。

地域コンディションレポート
詳細版

じゃらん
観光動態調査

さらに詳しく

調査分析項目
じゃらん観光動態調査

（詳細版）
○
○
○
○
○
５エリア（市区町村単位）
５エリア（市区町村単位）
○
最大30スポット
最大30スポット
オプション（最大5経路）
オプション（前後TOP10）
－

－

発地分析 
旅程分析 
宿泊地分析 
滞在時間分析
時間帯流入出数・滞在者分析
基本エリア内周遊分析
基本エリア外周遊分析
観光イベント訪問数分析
観光スポット別訪問数分析
観光スポット間周遊分析
経路分析
前後訪問地分析
じゃらん観光ガイドクチコミ

「観光・グルメスポット」「イベント」
「お土産」情報分析
じゃらん宿泊実績情報

地域コンディションレポート
（簡易版）

A

B

C

○
○
○
○
○
３エリア（市区町村単位）
３エリア（市区町村単位）
－
－
－
－
－
○

○
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静岡県 
伊豆半島エリア

13市町
（美しい伊豆創造センター）

Ａ リアルな人の動きを正確に追うことが
でき、かつその属性情報も捉えられる点。
アンケート調査では設問・集計に時間が
かかるうえ、収集データの質・量にある程
度の偏りが発生しがち。また、宿泊客数
や観光入込客数といった統計データは、
自治体ごとに調査手法が異なることも多
く、当センターのように複数市町を比較
する必要がある場合は適切な情報とはい
えない。しかしこれら従来調査にも有効
な点はあるので、今回の調査と突き合わ
せることで、より現実的、具体的な分析
が可能になると期待している。

Ａ 当センター最大の目的はエリア内の周
遊促進。各自治体が持つ素材により得意
な分野が異なるが、得手不得手を互いに
補い合いながら伊豆エリア全体の魅力を
高めていくことを目標にしている。そのため
にもまず本調査により、観光客の皆さん
がどのように周遊しているのか詳細に判明
することを期待している。とはいえビッグ
データの調査を行うだけで何でもわかる・
できるとは考えておらず、今回の調査結果
からどのような課題を読み取るのかが重要
だ。幸い当センターは業種も得意分野も
多様な会員を抱えているので、彼らが有す
る経験値を頼りにしながら、課題分析・
解決策の構築に向けて前進していきたい。

あらかじめ指定した観光スポット間の周
遊状況を可視化。指定観光スポットのう
ち1スポットを軸として、そこを訪れた人は
他の観光スポットにどのくらいの割合で
訪れているのかを把握できる。図は三嶋
大社（上）と伊東マリンタウン（下）をそれ
ぞれ軸にした周遊状況の例。人気の周遊
ルートを導き出すことで、モデルコースの
設定や着地型商品の造成につなげられる。

従来の調査（アンケートや統計デー
タ）と比べて期待する本調査分析
サービスのメリットは？

本調査分析サービスに期待する点、
また現時点での気づきは？

Ｑ

Ｑ

調査分析項目（抜粋）調査分析項目（抜粋） 利用者の声利用者の声

　「美しい伊豆創造センター」とは、伊豆
半島エリア13市町を中心に構成された官
民連携による広域観光推進組織である。
エリア内の周遊促進を目的とするDMO母
体として2015年4月に発足した。
　発足当初より、「多様化・細分化する日
本人観光客のニーズにうまく対応できてい
ないのではないか」、さらには「独自の感
性で想定外の動きを見せる外国人観光客
の増加にどう対応していくべきか」、とい
う課題を抱えていた。
　また、多種多様な業種により構成され
た同組織が一丸となって目的実現に向け
て活動していくには、客観的事実に基づ
いた戦略構築が必要であると考えていた。

背景

取材協力／美しい伊豆創造センター　
佐藤純一さん

CASE01
Ａ アンケート調査や統計データでは得る
ことが難しい、「人の動きを可視化した」
調査データがGPSビッグデータの魅力。
この調査をすることによって来訪者の行
動・動態が明らかになり、観光基本計画
の企画・立案に役立てられると考えている。

Ａ 今回の調査では富士五湖地域を周遊
する方々の動向を重点的に調べており、
実態の把握を期待している。現時点で得
たものとしては、関東圏内からの来訪が
多いこと、また周遊状況としては富士五
湖広域内でも河口湖から来る方が非常に
多いことなど、これまで何となく想定して
いたことを調査データにより裏付けるこ
とができた点が挙げられる。
　一方で、本市への来訪者は中央自動車
道から来る方が多いだろうと考えていたが、
実際は東名高速道路側から来る方が多い
という新たな気づきも得ることができた。

取材協力／富士吉田市産業観光部富士山課　
　　　　　勝俣美香さん

従来の調査（アンケートや統計デ
ータ）と比べて期待する本調査分
析サービスのメリットは？

本調査分析サービスに期待する点、
また現時点での気づきは？

Ｑ

Ｑ

調査対象地域（富士吉田市）に来訪した
旅行者の流入経路を分析。指定した経
路上にアクセスがあった場合に、その流
入経路ごとの来訪者数を性・年代別に算
出。流入経路は地図上に落とし込まれ、
視覚的にも把握できる。

経路分析 観光スポット間周遊分析
139号線山中湖側
中央道首都高速口側
東富士五湖道路
139号線朝霧側
137号線河口湖側

47.92％
35.52％
21.66％
8.94％
2.88％

 起点
富士吉田市から

河口湖町から

周遊先
河口湖町	 68％
山中湖村	 29％
御殿場市	 27％
富士吉田市	 62％
御殿場市	 27％
富士宮市	 26％

指定した観光エリアへの周遊人数を算出。
調査対象地域（富士吉田市）を起点にし
た周遊先の割合に加え、指定観光エリア
それぞれを起点にした周遊状況もわかる。
このほか旅程、カレンダー別（出発日が平
日、休前日、連休日、休日で分類）、性・
年代別の周遊状況も分析して報告。

周遊エリア分析

　富士吉田市では現在、新たな観光交
流の創出と地域活性化を目指し、2017
年10月～2022年3月にわたる観光基本
計画の策定に向けて動いている。そして
長期にわたる計画をより有効かつ実効性
のあるものにするためには、同市におけ
る旅行者の実態を把握・分析することが
不可欠だと考えた。
　計画策定を前に、複数種類の調査を
実施。同市がもつ地域資源に対する潜在
旅行者の認知度や興味度を探って埋もれ
た資源の発掘につなげるJRCのマーケテ
ィング調査「GAP調査」、同市に訪れた
旅行者の生の声から満足度や要望を拾い
上げる「聞き取り調査」、外国人旅行者の
行動実態を探る「訪日外国人調査」、そし
て旅行者の行動実態から課題や特性を分
析する「じゃらん観光動態調査」である。

背景

山梨県 
富士吉田市

CASE02



今
年
で
11
回
目
を
迎
え
る「
じ
ゃ
ら
ん
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」。

全
国
1
万
1
7
1
3
人
の
じ
ゃ
ら
ん
n
e
t
会
員
が
投
票
し
、
各
ラ
ン
キ
ン
グ
が
決
定
し
た
。

全
国
人
気
温
泉
地
の
ト
ッ
プ
に
は
、
ま
た
し
て
も
箱
根
が
選
ば
れ
、
そ
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。

「
噴
火
」と
い
う
、
初
め
て
の
大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え
復
活
し
た
、
箱
根
の
一
年
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

復
活
の
箱
根

11
年
連
続
“
選
ば
れ
る
温
泉
地
”
葛
藤
の
一
年
を
追
う

人気温泉地ランキング
２０１7

 発表！

　

今
回
で
11
回
目
の
調
査
と
な
る「
じ
ゃ

ら
ん
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７
」

は
、
回
答
者
数
１
万
１
７
１
３
人
か
ら
の

調
査
を
元
に
行
わ
れ
た
。

　

主
要
3
部
門
で
あ
る「
全
国
人
気
温
泉

地
ラ
ン
キ
ン
グ
」、「
全
国
あ
こ
が
れ
温
泉
地

ラ
ン
キ
ン
グ
」、「
全
国
温
泉
地
1
年
間
の
訪

問
経
験
ラ
ン
キ
ン
グ
」の
い
ず
れ
も
、
昨

年
と
首
位
に
変
動
は
見
ら
れ
ず
、
加
え
て

上
位
ま
で
の
顔
ぶ
れ
に
も
大
き
な
変
化
が

見
ら
れ
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
上

位
の
温
泉
地
の
持
つ「
ブ
ラ
ン
ド
力
」が

安
定
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
ブ
ラ
ン
ド
力
を

上
げ
る
た
め
に
は
何
を
す
る
べ
き
か
。

　

ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は

リ
ピ
ー
タ
ー
、
つ
ま
り
フ
ァ
ン
を
増
や
す

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
訪
れ
た
人

の
満
足
度
を
上
げ
る
努
力
を
欠
か
す
こ
と

は
で
き
な
い
。「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ

ン
キ
ン
グ
」1
位
に
輝
い
た「
高
湯
温
泉
」

は
、
来
訪
者
数
で
は「
も
う
一
度
行
き
た

い
温
泉
地（
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン

グ
）」に
は
ま
だ
及
ば
な
い
が
，
ア
ン
ケ

ー
ト
の
集
計
対
象
数
は
昨
年
の
2
倍
と
大

幅
に
ア
ッ
プ
。
来
訪
者
が
増
加
し
て
秘
湯

部
門
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
満
足
度
の
度
合
い
が
高
ま
っ
て
ブ
ラ

ン
ド
力
も
ア
ッ
プ
し
た
好
例
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

 

「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」、「
全

国
温
泉
地
1
年
間
の
訪
問
経
験
ラ
ン
キ
ン

グ
」で
と
も
に
首
位
を
獲
得
し
続
け
て
い

る「
箱
根
温
泉
」は
、「
交
通
」、「
街
の
雰

囲
気
」、「
自
然
」、「
手
頃
な
料
金
」、「
効

能
や
泉
質
」と
、
温
泉
地
と
し
て
の
魅
力

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
揃
っ
て
い
る
の
が
特
徴
。

す
で
に
確
固
た
る
ブ
ラ
ン
ド
力
を
誇
っ
て

い
る
が
、
2
0
1
5
年
に
は
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
危
機
を
乗
り
越
え
て
、

今
回
の
11
連
覇
を
達
成
し
て
い
る
。

　

温
泉
大
国
で
あ
る
と
同
時
に
火
山
大
国

で
も
あ
る
日
本
。
箱
根
が
直
面
し
た
問
題

は
、
決
し
て
箱
根
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

は
ず
だ
。
こ
れ
か
ら
の
温
泉
地
が
備
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
防
災
へ
の
意
識

と
い
う
点
を
、
箱
根
で
起
き
た
1
年
を
追

い
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

人
気
温
泉
地
の
常
連
と
な
る
た
め

ブ
ラ
ン
ド
力
を
上
げ
る
方
法
と
は

じゃらん人気温泉地ランキング発表

「全国温泉地1年間の訪問経験ランキング」では最
近1年間（2015年8月頃〜2016年8月頃）までに行
ったことのある温泉地について尋ねた。

全国温泉地1年間の訪問経験
ランキングベスト10（ｎ＝11,713）

1位、2位は昨年と変わらず。
3位「草津温泉」が躍進中

「箱根温泉」の1位に続き、「別府温泉郷」も昨年
同様2位をキープ。3位には昨年の「熱海温泉」
と入れ替わり「草津温泉」がランクイン。「草津温
泉」は一昨年は5位、昨年は4位と、じわじわと
順位を上げてきている。8位までの顔ぶれは昨
年と変わらないが、10位以下では、14位「白浜
温泉」が4ランク、18位「石和温泉」が11ランク
順位を上げている。

分析 2

前年
順位温泉地名順位 得票数

1
2
4
3
5
7
6
8

11
12

➡
➡
扌
➡
➡
扌
➡
➡
扌
扌

1,488 
974 
919 
880 
734 
724 
708 
659 
606 
605 

神奈川県
大分県
群馬県
静岡県
兵庫県
愛媛県
栃木県
大分県
岐阜県
栃木県

箱根温泉
別府温泉郷
草津温泉
熱海温泉
有馬温泉
道後温泉
鬼怒川温泉
由布院温泉
下呂温泉
那須温泉

第1位

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

最近1年間に行ったことがある温泉地のうち「満足し
た」温泉地について尋ねた。

全国総合満足度ベスト10
（1年間の訪問者50人以上）

全国満足度秘湯部門ベスト10
（1年間の訪問者50人以上100人未満）

全国温泉地満足度ランキング
（ｎ＝11,713）

秘湯部門の常連「高湯温泉」が
今年は、総合部門の1位に輝く
毎年、順位や顔ぶれの変動が大きい満足度ラ
ンキングだが、今年は「高湯温泉」がトップに浮
上。来訪者数増が起因して昨年までの秘湯部
門から総合部門に移ったが、満足度96.8％で1
位を獲得することになった。また、秘湯部門の1
位「龍神温泉」は満足度94.9％で総合でも4位
に、2位「九重“夢”温泉郷」は満足度93.9％で
総合7位にそれぞれランクインした。

分析 4

集計
対象数

集計
対象数

温泉地名

温泉地名

順位

順位

満足度
（％）

満足度
（％）

125 
239 
188 
99 

276 
420 
99 

416 
116 
98 

99 
99 
98
 

85 
74 
91 
53 
52 
51 
58 

96.8 
95.8 
95.7 
94.9 
94.6 
94.0 
93.9
93.5
93.1
91.8

94.9 
93.9 
91.8

 
89.4 
89.2 
89.0 
88.7 
86.5 
86.3 
86.2 

福島県
秋田県
長野県
和歌山県
群馬県
岐阜県
大分県
鹿児島県
熊本県
熊本県

和歌山県
大分県
熊本県

秋田県
長野県
新潟県
新潟県
静岡県
静岡県
北海道

高湯温泉
乳頭温泉郷
白骨温泉
龍神温泉
万座温泉
奥飛騨温泉郷
九重“夢”温泉郷
霧島温泉
わいた温泉郷
小田・田の原・
満願寺温泉

龍神温泉
九重“夢”温泉郷
小田・田の原・
満願寺温泉
秋田八幡平温泉郷
穂高温泉郷
瀬波温泉
松之山温泉
寸又峡温泉
雲見温泉
十勝岳温泉

第1位

第1位

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

2 
3
 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

「全国あこがれ温泉地ランキング」では、まだ行った
ことはないが、「一度は行ってみたい温泉地」につい
て尋ねた。複数回答５つまで

全国あこがれ温泉地ランキング
ベスト30（ｎ＝11,713）

「由布院温泉」が11年連続で1位。
「浅虫温泉」が4ランクアップ
由布院温泉が11年連続で1位に輝いた。また、
上位30位までの温泉地も順位の変動はあるも
のの、顔ぶれは昨年とほぼ同じとなっている（2
位の乳頭温泉郷は昨年とはグルーピングが異な
っている。※１参照）。その中で、浅虫温泉が4
ランクアップし、昨年の33位から29位へと大き
く順位を上げた。

分析 3

前年
順位温泉地名順位 得票数

1
2
3
4
5
6
7
8

10
9

11
12
13
14
15
17
18
16
20
19
21
23
22
25
24
26
28
29
33
31

➡
➡
➡
➡
➡
➡
➡
➡
扌
➡
➡
➡
➡
➡
➡
扌
扌
➡
扌
➡
➡
扌
➡
扌
➡
➡
扌
扌
扌
扌

2,726 
1,983 
1,624 
1,574 
1,458 
1,403 
1,358 
1,266 
1,150 
1,065 

923 
857 
848 
749 
737 
678 
620 
598 
583 
540 
497 
447 
423 
412 
410 
385 
365 
348 
315 
314 

大分県
秋田県
群馬県
鹿児島県
大分県
愛媛県
北海道
熊本県
兵庫県
岐阜県
神奈川県
静岡県
山形県
長野県
青森県
栃木県
石川県
北海道
石川県
山形県
群馬県
鹿児島県
富山県
北海道
富山県
兵庫県
青森県
島根県
青森県
北海道

由布院温泉
乳頭温泉郷
草津温泉
指宿温泉
別府温泉郷
道後温泉
登別温泉
黒川温泉
有馬温泉
下呂温泉
箱根温泉
熱海温泉
銀山温泉
白骨温泉
八甲田温泉・酸ヶ湯温泉
鬼怒川温泉
加賀温泉郷
洞爺湖温泉
和倉温泉
蔵王温泉
伊香保温泉
霧島温泉
黒部峡谷温泉群
ニセコ温泉郷
宇奈月温泉
城崎温泉
十和田湖温泉郷・十和田湖畔温泉
玉造温泉
浅虫温泉
阿寒湖温泉

第1位

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 

じゃらん人気温泉地
ランキング2017
調査概要と回答者プロフィール
調査概要
調査時期	 2016年８月16日（火）〜
	 2016年８月31日（水）

調査対象	 『じゃらんnet』会員

調査方法	 インターネット上での
	 アンケートを実施

回収数	 11,713人

有効回答数	 11,713人

対象温泉	 計331の温泉地を選択肢
	 として設定

回答者プロフィール
性別（n=11,713）

居住地域（n＝11,713）

関東・
甲信越
39.3％

東北 6.0%

北海道 
6.8%

中国・
四国
7.8%

北陸・
関西 
18.1%

九州・沖縄 
11.0%

東海 
11.1%

男性
55.1％

女性
44.9％

「全国人気温泉地ランキング」では、これまでに行った
ことがある温泉地のうち、「もう一度行ってみたい温泉地」
について尋ねた。複数回答５つまで

全国人気温泉地ランキング 
ベスト50（ｎ＝11,713）

前年
順位温泉地名順位 得票数

1
2
3
4
5
6
7
8
9

11
10
12
13
14
16
18
17
15
23
19
22
20
25
24
26
21
31
27
32
28
29
30
33
33
35
39
36
38
41
40
37
46
44
47
43
41
49

45
48
50

➡
➡
➡
➡
➡
➡
➡
➡
➡
扌
➡
➡
➡
➡
扌
扌
扌
➡
扌
➡
扌
➡
扌
➡
扌
➡
扌
➡
扌
➡
➡
➡
➡
➡
➡
扌
➡
➡
扌
➡
➡
扌
扌
扌
➡
➡
扌

➡
➡
➡

2,038 
1,980 
1,711 
1,646 
1,479 
1,324 
1,136 
1,097 

990 
867 
856 
827 
789 
782 
707 
703 

637 
607 
567 
552 
536 
524 
507 
504 
502 
478 
462 
459 
456 
451 
445 
442 
431 
362 
360 
351 
347 
329 
322 
321 
314 
310 
308 
290 
283 
281

 
278 
275 
265 

神奈川県
群馬県
大分県
大分県
北海道
愛媛県
鹿児島県
熊本県
兵庫県
岐阜県
秋田県
兵庫県
静岡県
岐阜県
石川県
山形県
鹿児島県
栃木県
長野県
北海道
石川県
和歌山県
島根県
北海道
北海道
北海道
群馬県
群馬県
青森県
宮城県
北海道
長崎県
佐賀県
岐阜県
長野県
宮城県
北海道
静岡県
栃木県
神奈川県
青森県
山形県
岩手県
栃木県
北海道
群馬県
群馬県

富山県
山梨県
鳥取県

箱根温泉
草津温泉
由布院温泉
別府温泉郷
登別温泉
道後温泉
指宿温泉
黒川温泉
有馬温泉
下呂温泉
乳頭温泉郷※1
城崎温泉
熱海温泉
奥飛騨温泉郷
和倉温泉
蔵王温泉
霧島温泉
鬼怒川温泉
白骨温泉
洞爺湖温泉
加賀温泉郷
白浜温泉
玉造温泉
湯の川温泉
阿寒湖温泉
定山渓温泉
万座温泉
伊香保温泉
八甲田温泉・酸ヶ湯温泉
秋保温泉
層雲峡温泉
雲仙温泉
嬉野温泉
飛騨高山温泉
野沢温泉
鳴子温泉郷
ニセコ温泉郷
修善寺温泉
那須温泉
湯河原温泉
十和田湖温泉郷・十和田湖畔温泉
銀山温泉
花巻温泉郷
日光湯元温泉
十勝川温泉
四万温泉
みなかみ18湯（旧水上温泉郷・
猿ケ京温泉・法師温泉・宝川温泉）
宇奈月温泉
富士河口湖温泉郷
三朝温泉

第1位

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13
14 
15
16

18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43
44 
45 
46 
47 

48
49 
50

1位は11年連続で「箱根温泉」。
5位までの顔ぶれは6年間変わらず
これまでに行ったことがある温泉地のうち「もう一度
行ってみたい温泉地」では、「箱根温泉」が、調査開始
以来11年連続で不動の1位を獲得。2012年以降、
箱根を含むベスト５の顔ぶれは同じだが、9位までの
順位も昨年と変わらない結果となり、上位温泉地の
ブランド力が安定していることがうかがえる。その中
で、19位の白骨温泉、27位の万座温泉、42位の銀
山温泉がともに4ランクアップし順位を大きく上げた。

分析 1

※１ 秋田・乳頭温泉郷は前年までは「乳頭温泉郷・水沢温泉郷・
田沢湖高原温泉」として尋ねた。
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最
も
標
高
の
高
い
湯
ノ
花
沢
か
ら
箱
根

湯
本
ま
で
、
標
高
差
約
8
3
0
ｍ
の
間
に

十
七
湯
が
点
在
す
る
温
泉
地
、
箱
根
。
首

都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に
加
え
て
、

豊
富
な
泉
質
、
雄
大
な
自
然
、
質
の
高
い

観
光
･
宿
泊
施
設
、
グ
ル
メ
等
々
、
挙
げ

れ
ば
キ
リ
が
な
い
多
彩
な
特
色
を
備
え
、

「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は

不
動
の
1
位
に
君
臨
し
続
け
て
い
る
の
は

ご
存
じ
の
通
り
。
そ
の
箱
根
が
、
そ
れ
ま

で
の
温
泉
観
光
地
と
い
う
の
ど
か
な
イ
メ

ー
ジ
か
ら
一
転
、「
火
山
」と
い
う
本
来
の

姿
を
人
々
に
焼
き
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
２
０
１
５
年
の
G
W
最
終
日
。
地
震
、

地
殻
変
動
、
噴
気
の
異
常
と
い
う“
火
山

に
お
け
る
3
点
セ
ッ
ト
”が
確
認
さ
れ
、

噴※
２

火
警
戒
レ
ベ
ル
が
２
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
始
ま
っ
た
。

　

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

大
涌
谷
周
辺
へ
の
立
ち
入
り
が
規
制
さ
れ
、

そ
の
真
上
を
通
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
運
休

と
な
っ
た
。
箱
根
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
情

報
を
記
者
会
見
に
て
発
表
。
だ
が
そ
れ
以

外
の
、
各
温
泉
や
観
光
施
設
等
の
詳
細
な

状
況
に
つ
い
て
の
発
信
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

事
業
者
た
ち
が
、
箱
根
全
山
と
し
て
基
本

的
に
は
取
材
に
は
応
じ
な
い
と
い
う
姿
勢

を
取
っ
た
た
め
で
あ
る
。
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
導
入
後
、
初
め
て
レ
ベ
ル
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
と
い
う
事
態
に
直
面
し
、
慣
れ
な

い
中
で
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対
応
が
ど
の
よ
う
に
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取
ら

れ
る
か
想
定
し
難
か
っ
た
面
も
あ
る
。
し

か
し
箱
根
は
全
国
屈
指
の
人
気
温
泉
地
で

あ
る
。
情
報
ニ
ー
ズ
は
否
応
な
し
に
高
ま

り
、
２
０
１
５
年
５
月
は
、
テ
レ
ビ
の
場

合
だ
け
で
も
前
年
同
月
に
比
べ
て
10
倍
以

上
の
露
出
と
な
っ
た
。
で
は
露
出
さ
れ
た

そ
れ
ら
の
情
報
は
、
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
の
か
？

　

テ
レ
ビ
で
は
、
学
者
な
ど
の
有
識
者
ら

50
人
ほ
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
コ
メ

ン
ト
。
さ
ら
に
記
者
会
見
だ
け
で
は
足
り

な
い
現
地
情
報
は
、
取
材
に
応
じ
た
観
光

客
な
ど
か
ら
集
め
た
も
の
が
紹
介
さ
れ
た
。

合
わ
せ
て
１
０
０
人
を
超
え
る
人
々
の
放

つ
情
報
が
飛
び
交
い
、
そ
こ
か
ら
様
々
な

解
釈
や
憶
測
が
生
ま
れ
広
が
り
、
ひ
と
り

歩
き
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
温
泉
供
給
の

箱
根
が
有
史
以
来
初
め
て
遭
遇
し
た
、
２
０
１
５
年
の「
小
規
模
噴
火
」。
あ
れ
か
ら
2
年
近
く
が
経
ち
、

こ
の
人
気
温
泉
地
に
は
い
つ
も
の
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
大
涌
谷
に
新
し
く
で
き
た
火
口
が

新
名
所
と
な
り
、
以
前
よ
り
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
噴
火
騒
動
の
際
に
は
今
と
は
異
な
る
注
目
を
集
め
、
周
囲
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
し
ん
だ
箱
根
。

そ
こ
か
ら
得
た
気
づ
き
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
復
活
し
、
前
進
を
試
み
た
の
か
。

箱
根
が
、「
噴
火
の
危
機
」か
ら
学
び
、

復
活
す
る
ま
で

試
練
を
乗
り
越
え
、全
国
人
気
温
泉
地
11
連
覇

止
ま
っ
た
一
部
の
宿
や
、
立
ち
入
り
禁
止

と
な
っ
た
大
涌
谷
か
ら
吹
き
上
げ
る
噴
煙

の
様
子
な
ど
、“
火
山
の
被
害
や
危
険
度

と
し
て
わ
か
り
や
す
い
も
の
”が
人
々
の

印
象
に
残
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

　

箱
根
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
は
、
強
羅
で

あ
れ
湯
本
で
あ
れ“
揺
れ
”に
は
慣
れ
て

い
る
と
い
う
。
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
が
、
地
震
情
報
に
は
な
ら
な
い
、

箱
根
の
中
で
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
レ
ベ
ル

の
小
さ
な
地
震
が
普
段
も
け
っ
こ
う
な
頻

度
で
あ
る
か
ら
だ
。

 

「
レ
ベ
ル
２
に
上
が
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
は
、

い
つ
も
の
こ
と
な
の
に
大
げ
さ
で
は
な
い

か
と
、
地
元
で
は
多
く
が
感
じ
て
い
た
と

思
い
ま
す
」。
自
身
も
湯
本
で
生
ま
れ
育

っ
た
箱
根
町
観
光
協
会
の
原
洋
平
さ
ん

（
ホ
テ
ル
お
か
だ
）は
当
時
を
振
り
返
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、

潮
が
引
く
よ
う
に
観
光
客
が
減
り
始
め
る
。

客
足
が
戻
る
ま
で
に
は
そ
こ
か
ら
半
年
を

要
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
は
収
束
の

時
が
い
つ
訪
れ
る
の
か
な
ど
、
わ
か
る
は

ず
も
な
か
っ
た
。

 

「
揺
れ
は
い
つ
も
の
こ
と
」だ
と
感
じ
て

い
た
だ
け
に
、
観
光
地
と
し
て
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
始
め
る
と「
風
評
被
害
で
は
な
い

か
」と
い
う
声
が
地
元
で
は
上
が
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
地
元
か
ら
の
そ
の
発

信
は
、
炎
上
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
。

 

「
警
戒
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
こ
と
も
、
小

規
模
と
い
え
6
月
29
日
に
は
噴
火
を
し
た

こ
と
も
、
事
実
は
事
実
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

地
元
で
は
あ
る
程
度
の
震
動
に
は
慣
れ
て

い
た
の
で
い
つ
も
の
延
長
に
感
じ
て
い
た

こ
と
も
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
観
た
外
部
の
方

か
ら
す
る
と
、“
静
か
な
箱
根
が
急
激
に

変
わ
っ
て
怖
い
”と
い
う
印
象
を
受
け
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
我
々
も
慣
れ

て
い
る
と
は
言
っ
て
も
、
足
下
に
あ
る
箱

根
と
い
う
火
山
が
実
際
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
全
然
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気

が
つ
い
た
の
で
す
」（
原
さ
ん
）。

　

状
況
を
把
握
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
ど

こ
が
な
ぜ
安
全
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
外

部
の
人
に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

日
本
は
世
界
の
７
％
に
あ
た
る
１
１
０

の
活
火
山
を
有
す
る
火
山
大
国
だ
。
そ
の

う
ち
50
の
火
山
は「
常
時
観
測
火
山
」に

指
定
さ
れ
24
時
間
体
制
で
観
測
さ
れ
て
い

る
が
、
中
で
も
箱
根
は
最
も
恵
ま
れ
た
環

境
に
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。「
神※

３

奈
川
県
温
泉
地
学
研
究
所
」と
い
う
ホ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
が
付
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 

「
箱
根
火
山
で
は
、
地
震
活
動
、
地
殻
変

動
、
噴
気
異
常
の
３
つ
が
認
め
ら
れ
た
ら
、

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
上
が
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
１
つ
か
２
つ
揃
う
こ
と
は
、

数
年
に
１
度
程
度
は
あ
り
ま
す
。
温
泉
観

光
地
に
な
っ
て
い
て
、
小
規
模
な
地
震
な

ど
の
異
常
が
時
々
あ
る
け
ど
め
っ
た
に
噴

火
は
し
な
い
箱
根
の
よ
う
な
火
山
は
、
国

内
に
多
い
と
思
い
ま
す
」（
神
奈
川
県
温

泉
地
学
研
究
所
主
任
研
究
員　

萬
年
一
剛

さ
ん
）。

　

噴
火
に
は
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
様
式

（
火
山
灰
や
溶
岩
が
出
る
、
噴
石
が
飛
ぶ

等
）と
規
模（
マ
グ
マ
の
量
が
ど
の
く
ら

い
に
な
る
か
等
）は
火
山
に
よ
り
異
な
る
。

全
国
一
の
人
気
温
泉
地
　

箱
根
に
、
２
０
１
５
年

何
が
起
き
た
の
か

情
報
が
ひ
と
り
歩
き
し
、

箱
根
を
取
り
巻
く
状
況
が

急
変
し
て
い
く

震
動
に
慣
れ
て
い
た
地
元
で
は

〝
箱
根
は
火
山
で
あ
る
〞

と
い
う
認
識
が
不
足
し
て
い
た

※2 噴火警戒レベルとは
火山の活動状況に合わせて5段階に区分され、火山によっ
て判定基準が異なる。導入当初、レベル１は「平常」の状態
とされていたが、2014年の御嶽山の噴火後に「活火山であ
ることに留意」へと変更された。レベル２は「火口周辺規制」、
レベル３は「入山規制」、レベル４は「避難準備」、レベル５
は「避難」

噴火により新火口が誕生した大涌谷。新火口は
徐々に塞がっていくという

箱根温泉地概要
箱根十七湯の泉質は約20種類。箱根全山での温泉湧出
量は1日2万5000ｔで全国第5位。宿泊施設数は、箱根
全山で235軒、うち箱根湯本は約50軒、強羅は約40軒。
全山についての対応をする（一財）箱根町観光協会の他、
各エリアに観光協会がある

大涌谷を巡る
箱根の動き

□大涌谷自然研究路の閉鎖
□ハイキングコースの一部区間

の閉鎖
□噴火警戒レベルが２に上がる
□大涌谷周辺半径約500ｍが

立ち入り制限区域になる
□大涌谷三叉路通行止め
□ロープウェイ運休
□夕方から30日昼頃まで有感

地震多発。小規模噴火発生
□噴火警戒レベルが３に上が

る
□早雲山〜姥子間で通行止め
□大涌谷周辺半径およそ1km

の範囲に避難指示が出る
□避難指示区域に掛かる周辺

の2つの県道は約4kmにわた
り通行止め

□地震は収まる
□避難指示一部解除
□噴火警戒レベルが２に下がる
□警戒区域の縮小
□早雲山〜姥子間の通行止め

解除
□ロープウェイ姥子〜桃源台運

行再開
□噴火警戒レベルが１に下がる

□ロープウェイ桃源台〜大涌谷
間運行再開（駅舎の外には
出られず）

□くろたまご再販開始
□大涌谷園地一部規制解除
□ロープウェイ全線再開

5月4日	

5月6日	

6月29日

6月30日

8月24日
9月11日
9月14日

10月30日

11月２０日

4月23日

4月28日
7月26日

2016年

2015年は宿泊客、日帰り客ともに、
対前年約80％となり、3,814,000人
減少する結果となった。家族連れの
減少が目立った反面、インバウンドで
は伸びを見せた。宿泊客の対前年比
では、あじさいで賑わう6月が約60％、
７〜８月の夏休みが70％前後、紅葉
が見頃となる11月が80％と徐 に々回復
を見せたが、完全に復調したのは
2016年1月に入ってからとなった

（観光客入れ込み数データは箱根町作成／大
涌谷周辺の火山活動による影響調査他より）

人気温泉地ランキング
２０１7

 発表！
2015年

箱根葛藤の半年間
（2015年6月〜）の
観光客入れ込み数の変化は？

26　March  201727 March  2017　

約3000年前に起こった箱根火山の最高峰 神山の山体崩壊前（想像
図）と現在の箱根の図。箱根観光の要所がこのプロセスで作られたこ
とが想起できるという（図提供／神奈川県温泉地学研究所）



根
町
観
光
課
、
箱
根
町
観
光
協
会
、
民
間

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
チ
ー
ム
を
組

み
、
火
山
学
者
や
第
三
者
の
知
見
を
入
れ

な
が
ら
、
今
後
は
信
頼
で
き
る
情
報
を
こ

こ
か
ら
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

 

「
非
常
時
に
は
、
迅
速
な
意
思
決
定
も
重

要
と
な
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
組
織
で
動

く
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
平
時
に
整
備
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
ず

っ
と
同
じ
土
地
に
住
ん
で
仕
事
を
し
て
い

る
と
、
世
論
の
感
覚
が
薄
れ
る
と
い
う
か
、

外
と
の
意
識
の
ズ
レ
が
出
て
く
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
情
報
発
信
を
す
る
立

場
と
し
て
は
、
第
三
者
的
な
知
見
を
入
れ

ら
れ
る
環
境
を
作
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
」（
原
さ
ん
）。

　

箱
根
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は

「
危
機
管
理
広
報
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
整
備
や
、

広
報
業
務
担
当
者
へ
の
教
育
等
の
他
に
、

メ
デ
ィ
ア
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
実
施
。
取

材
や
会
見
な
ど
、
災
害
発
生
時
の
記
者
へ

の
対
応
を
想
定
し
た
も
の
で
、
実
際
に
元

記
者
の
人
か
ら
次
々
と
質
問
を
浴
び
せ
て

も
ら
う
な
ど
の
体
験
を
行
っ
た
。

 

「
被
害
の
状
況
な
ど
シ
ナ
リ
オ
を
書
い
た

の
は
私
で
す
が
、
リ
ア
ル
な
訓
練
だ
っ
た

の
で
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
役
は
キ
ツ
か
っ
た

よ
う
で
『
二
度
と
や
り
た
く
な
い
』
と
い

う
声
も
出
ま
し
た
（
笑
）。
で
も
今
回
の

噴
火
で
は
今
ま
で
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
起
き
た
の
だ
か
ら
、
さ
ら
に
先
の

こ
と
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
経
験
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
」（
原
さ
ん
）。

　

平
時
か
ら
の
有
識
者
や
メ
デ
ィ
ア
と
の

良
好
な
関
係
の
構
築
も
目
指
し
、
情
報
発

信
を
す
る
側
と
し
て
の
土
壌
作
り
に
も
力

を
入
れ
て
い
く
と
い
う
。

　

噴
火
騒
動
が
あ
り
、
観
光
客
数
が
半
年

間
落
ち
込
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
る
「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
変
わ
ら
ず
1
位
を
獲
得
し

た
箱
根
。
あ
れ
か
ら
2
年
近
く
が
過
ぎ
、

地
元
か
ら
は
「
も
う
火
山
の
こ
と
を
触
れ

な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る

と
い
う
。

 

「
時
間
と
共
に
危
機
感
が
薄
れ
て
い
く
と

い
う
の
が
、
実
は
一
番
の
危
機
感
か
も
し

火
山
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
火
山
防
災

協
議
会
で
は
、
そ
の
火
山
に
つ
い
て
最
も

可
能
性
が
高
い
と
想
定
さ
れ
る
様
式
と
規

模
を
選
び
、
自
治
体
、
有
識
者
ら
を
交
え

て
対
策
を
立
て「
噴
火
シ
ナ
リ
オ
」を
作

っ
て
い
る
。

 

「
今
回
、
箱
根
火
山
は
噴
火
し
ま
し
た
が

レ
ベ
ル
２
で
想
定
さ
れ
て
い
た
噴
火
の
規

模
に
収
ま
っ
て
い
て
あ
る
意
味
シ
ナ
リ
オ

通
り
と
言
え
ま
す
。
防
災
を
考
え
る
上
で

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
ま
ず
は
火
山
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
火
山
防
災
協
議
会
に
出
た
り
、
地
元

の
火
山
の
噴
火
シ
ナ
リ
オ
を
見
る
な
ど
し

て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
事
前
に
学
ん
で

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」（
萬
年
さ
ん
）。

　

小
規
模
噴
火
を
受
け
客
足
が
減
少
す
る

な
ど
、
先
の
見
え
な
い
葛
藤
の
中
に
お
い

て
、
箱
根
で
は
火
山
と
向
き
合
い
共
存
し

て
い
く
た
め
に
学
び
、
体
制
を
整
え
る
べ

く
動
き
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

れ
ま
せ
ん
」（
原
さ
ん
）。

　

し
か
し
、
箱
根
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
も

あ
る
雄
大
な
自
然
は
、
危
険
と
は
表
裏
一

体
と
い
う
部
分
も
持
っ
て
い
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
試
練
を
乗
り
越
え
た

半
年
間
を
経
て
、
地
元
に
意
識
と
い
う
点

で
変
化
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

大
き
く
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
「
温
泉
枯
渇
」
の
問
題
だ
が
、
供
給
が

止
ま
っ
た
の
は
ご
く
一
部
の
宿
泊
施
設
で
、

箱
根
全
体
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
受

け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
当
時
は

営
業
的
に
問
題
の
な
い
宿
で
も
、
地
域
と

の
連
携
を
考
慮
し
て
独
自
の
発
信
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。結
果
と
し
て「
温

泉
枯
渇
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
ひ
と
り
歩
き
し
、

箱
根
全
体
の
問
題
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
、

観
光
客
減
少
の
ひ
と
つ
の
要
因
に
も
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

 

「
実
際
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、
こ

の
程
度
な
ん
だ
、
温
泉
は
出
て
い
る
ん
だ

と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

当
時
は
ま
だ
難
し
い
問
題
で
し
た
。
し
か

し
今
で
は
、
呼
べ
る
と
こ
ろ
に
は
ど
ん
ど

ん
来
て
も
ら
お
う
と
い
う
意
識
に
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
エ
リ
ア
の
中
で
の
単
な

る
パ
イ
の
奪
い
合
い
か
ら
、
箱
根
全
体
を

上
げ
て
い
こ
う
、
支
え
合
っ
て
い
こ
う
と

い
う
シ
フ
ト
に
変
わ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
」（
原
さ
ん
）。

　

ま
た
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
伸
び
と
と
も
に
助
け
ら
れ
た
の

が
リ
ピ
ー
タ
ー
の
存
在
。
不
況
の
中
に
お

い
て
も
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
い
宿
は
強
い
と

い
う
印
象
を
受
け
た
と
い
う
。
箱
根
町
観

光
協
会
の
中
に
も
誘
客
宣
伝
委
員
会
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
箱
根
フ
ァ
ン
を
さ
ら
に

増
や
す
べ
く
画
策
中
だ
。

　

火
山
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
も
地
域

活
性
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
日
本
。
想

定
外
の
事
態
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
、
火
山
と
共
生
す
る
べ
く

進
み
続
け
る
人
気
温
泉
地 

箱
根
の
、
今

後
の
動
き
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

第１回 火山♨観光サミット
2016 in 箱根
2016年3月2日（水）〜4日（金）の
3日間開催
専門家による火山活動と防災対策や、
火山観光地事例として洞爺湖、草津、
三宅島、雲仙、桜島、ハワイ、ニュー
ジーランドなど国内外のパネリストによ
る講演、大涌谷観察ガイドツアーも行
われ、延べ700人が参加。箱根町長に
よる「箱根宣言」で締め括られた

「クライシスコミュニケーション※4に関する
レクチャー」および「メディア・トレーニング」
2016年3月25日（金）実施
講師はコンサルティングを担当しているフライシュ
マン・ヒラード・ジャパンが務め、人的被害、風
評被害、外国人への対応等について、箱根町役
場各部署職員と箱根町観光協会の約50名が受
講した。※4 非常時に被害を最小限に抑えるた
めに行う情報発信のこと

　温泉とはまさに大自然がもたらす
恵み。しかし、そこにリスクは付きも
のだ。自地域の魅力の裏側にあるそ
のリスクをまず認識し、備えることが
重要だ。
　しかし防災対策をしっかり行って
いる場合でも、自然災害の発生やそ
の影響を完全に止めることは困難で
ある。情報が飛び交い、気軽に入
手できる時代だからこそ、あらぬ憶
測を呼ぶ前に地域として伝えるべき
ことを伝える姿勢を取っていきたい。
災害が収まってから客足が戻るまで
にはタイムラグが発生する。箱根で
は風評被害も含めると半年間を要す
ることになった。防災対策とともに、
例えば保険商品なども視野に入れる
などして、その間に備えていくことも
忘れてはならないだろう。
　そして、大自然の営みを体感でき
る魅力的なジオツーリズム商品の開
発も検討して、旅行の新たなニーズ
を作り出していきたいところだ。

大自然の魅力を活かす
温泉観光地としての
心得とは

　

あ
ら
た
め
て
足
下
の
火
山
に
つ
い
て
学

び
直
す
機
会
を
得
た
箱
根
。
特
に
大
涌
谷

へ
の
最
前
線
と
な
る
強
羅
地
区
で
は
、
噴

火
警
戒
レ
ベ
ル
が
２
に
上
が
っ
た
直
後
に
、

観
光
協
会
と
自
治
会
で
「
箱
根
強
羅
エ
リ

ア
火
山
防
災
協
議
会
」
を
設
置
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
対
応
を
行
っ
た
。
万
が
一
噴
火
し

た
際
に
は
、
最
悪
の
事
態
と
し
て
強
羅
に

噴
石
が
飛
ん
で
く
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
に
避

難
で
き
る
よ
う
、
該
当
す
る
施
設
に
協
力

を
仰
ぎ
「
強
羅
エ
リ
ア
緊
急
避
難
場
所
Ｍ

Ａ
Ｐ
」
を
作
成
。
観
光
客
に
も
伝
わ
る
よ

う
駅
前
等
に
も
貼
り
出
し
た
。
ま
た
県
警

と
も
協
働
し
、
宿
泊
客
の
安
否
ま
で
想
定

し
た
大
規
模
な
防
災
訓
練
を
実
施
。
も
し

も
温
泉
が
止
ま
っ
た
宿
が
出
た
場
合
は
、

他
の
宿
の
お
風
呂
を
共
有
で
き
る
な
ど
、

相
互
協
力
の
仕
組
み
も
作
り
、
準
備
を
整

え
た
。

　

加
え
て
、
箱
根
で
は
「
火
山
♨
観
光
サ

ミ
ッ
ト
」
ま
で
も
開
催
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
専
門
家
に
よ
る
火
山
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
は
珍
し
く
は
な
い
が
、
民
間
主

体
で
行
う
ケ
ー
ス
は
国
内
初
だ
と
い
う
。

２
０
１
５
年
11
月
に
箱
根
強
羅
観
光
協
会

の
田
村
洋
一
さ
ん
（
田
む
ら
銀
か
つ
亭
）

が
発
案
し
、
関
係
者
に
そ
の
必
要
性
を
口

説
い
て
周
り
、
２
０
１
６
年
3
月
に
3
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。
国
内
の
み
な

　

今
回
の
噴
火
で
は
、
情
報
発
信
面
で
の

不
足
と
い
う
課
題
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。

被
災
地
と
し
て
の
詳
細
な
状
況
を
正
し
く

伝
え
き
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
外
部
か
ら

の
様
々
な
見
解
に
よ
る
情
報
が
メ
デ
ィ
ア

を
飛
び
交
う
に
任
せ
る
し
か
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
防
災
と
観
光
と
い
う
両
側
面
で

の
対
応
を
行
う
広
報
体
制
の
強
化
を
目
指

し
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
組
織
「
箱
根

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
設
置
。
箱

ら
ず
海
外
か
ら
も
専
門
家
ら
が
参
加
し
、

防
災
対
策
や
観
光
の
あ
り
方
な
ど
、
火
山

と
共
存
し
て
い
く
た
め
の
多
様
な
ケ
ー
ス

が
講
演
さ
れ
、
共
有
さ
れ
る
機
会
を
作
り

出
し
た
。

 

「
民
間
の
我
々
が
勉
強
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
防
災
に
も
役
に
立
つ
し
、
全
国
の

火
山
の
温
泉
地
と
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
情
報
共
有
や
助
け
合
え
る
手

段
も
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
」（
田
村
さ
ん
）。

　

ま
た
、
火
山
活
動
を
考
え
た
場
合
、
防

災
と
と
も
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、

経
済
的
被
害
へ
の
対
策
だ
。
箱
根
全
山
と

し
て
、
宿
泊
、
物
販
、
飲
食
業
の
経
済
被

害
デ
ー
タ
を
集
め
、
保
険
会
社
へ
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
商
品
の
オ
フ
ァ
ー
を
行
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
箱
根
山
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

が
３
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
に
、
損
害

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
額
が
支
払
わ

れ
る
企
業
向
け
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
商
品
が

2
0
1
7
年
1
月
に
発
売
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
（
同
様
の
先
行
商
品
と
し
て
は
、

2
0
1
6
年
6
月
に
富
士
山
を
対
象
に
し

た
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
商
品
が
発
売
さ
れ
て
い

る
）。

箱根復活に
向けての動き 
その❶

箱
根
と
い
う
火
山
を
知
り
、

対
策
を
立
て
、
サ
ミ
ッ
ト
ま
で
も
開
催

噴
火
を
経
て
、地
元
の
意
識
は
？

こ
れ
か
ら
の
箱
根
が
目
指
す

も
の
は
何
か
？

※3 神奈川県温泉地学研究所とは
1961年に創設。神奈川県の地質
に関する研究を中心に地震火山災
害の軽減や地下環境の保全に役
立つ様々な研究を進めている。箱
根の地震・地殻変動は5人体制で
監視。最近の研究で、箱根火山
の地下にマグマ溜まりがあること、
またそこに時 マ々グマが供給される
ことで、温泉の熱源が維持されて
いることなどが明らかになりつつあ
るという。「行政や住民も温泉や火
山について質問しやすいし、いざと
いうとき防災にも威力を発揮する
ので、火山の研究所を地元に作る
のはお勧めです」（萬年さん）。

箱根復活に
向けての動き 
その❷

官
民
が
一
体
と
な
っ
て

情
報
発
信
体
制
の
強
化
を
目
指
し
て
い
く

考察
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と
に
お
客
様
対
応
を
見
直
し
ま
し
た
」と

お
客
様
相
談
室
・
大
内
室
長
。
従
来
は
本

社
１
カ
所
だ
け
だ
っ
た
お
客
様
相
談
室
を
、

全
国
７
支
店
に
も
設
置
。
よ
り
迅
速
か
つ

丁
寧
に
お
客
様
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
体
制

を
築
い
た
。
お
客
さ
ま
対
応
フ
ロ
ー
で
は

お
客
様
か
ら
の
入
電
を
基
点
に
、
支
店
お

客
様
相
談
室
が
訪
問
す
る
ま
で
や
、
報
告

書
送
付
ま
で
に
制
限
時
間
を
設
け
て
い
る
。

 

「
人
が
待
て
る
時
間
は
２
時
間
ま
で
だ
と

仮
定
し
、
時
間
内
に
訪
問
し
て
お
話
を
伺

い
、
商
品
を
お
預
か
り
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
ご
都
合
に
合
わ
せ
た
日
時
に
し
た
り
、

宅
配
便
で
商
品
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
も
。

い
ず
れ
に
せ
よ
連
絡
は
欠
か
し
ま
せ
ん
」

　

こ
う
し
た
対
応
フ
ロ
ー
構
築
後
も
、
体

制
の
改
善
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。
現
在

は「
報
告
書
が
届
く
前
の
時
点
で
お
客
様

の
満
足
度
の
大
半
は
決
ま
る
」と
の
考
え

の
下
、
検
査
開
始
段
階
や
報
告
書
の
発
送

時
に
途
中
経
過
を
報
告
す
る
。
こ
れ
は
検

査
で
も
原
因
が
特
定
で
き
な
い
場
合
も
あ

る
こ
と
へ
の
対
策
だ
。
異
物
混
入
で
原
因

が
特
定
で
き
な
い
場
合
、「
原
因
不
明
」と

い
う
報
告
書
で
満
足
し
て
も
ら
う
に
は
ど

う
す
る
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
原
因
さ
え

わ
か
れ
ば
お
客
様
は
納
得
す
る
の
か
。
そ

れ
よ
り
も
自
分
の
訴
え
を
相
手
側
が
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
の
か
気
に
な
る
は
ず
だ
。

「
お
客
様
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
」が
お
客

様
対
応
の
行
動
原
理
で
あ
る
と
大
内
室
長

は
語
る
。
こ
の
考
え
は
報
告
書
に
も
表
れ

る
。
検
査
工
場
が
結
果
を
ま
と
め
た
報
告

書
は
、
支
店
お
客
様
相
談
室
に
よ
り「
お

客
様
の
真
意
に
応
え
た
内
容
か
」に
留
意

し
て
最
終
形
に
仕
上
げ
ら
れ
る
。

 

「
お
客
様
が
一
番
伝
え
た
い
こ
と
は
案
外
、

最
初
の
連
絡
時
に
は
言
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

異
物
混
入
を
ご
指
摘
の
お
客
様
は
、
よ
く

話
を
伺
う
と
ご
本
人
で
は
な
く
お
子
様
が

食
べ
て
お
り
、
お
子
様
が
悲
し
ん
だ
こ
と

に
憤
り
を
感
じ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ

う
し
た
真
意
を
探
る
た
め
、
報
告
書
完
成

ま
で
に
お
客
様
と
担
当
者
が
い
か
に
リ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
き
る
か
を
重
視
し
て
い
ま
す
」

　

先
の
苦
い
経
験
以
降
に
改
善
し
た
も
う

一
つ
の
対
策
が「
Ａ
Ａ
Ｏ（
安
心
、
安
全
、

お
い
し
い
）活
動
」だ
。
こ
れ
は
お
客
様
相

談
室
や
生
産
部
門
の
み
な
ら
ず
全
社
員
が
、

お
客
様
本
位
の
姿
勢
や
食
品
安
全
意
識
を

再
認
識
す
る
取
り
組
み
。
毎
年
の
強
化
月

間
に
は
過
去
の
事
故
を
振
り
返
っ
て
教
訓

と
し
、
普
段
触
れ
る
こ
と
の
な
い
お
客
様

の
声
を
聞
く
な
ど
の
活
動
を
行
う
。

　

こ
れ
だ
け
の
お
客
様
対
応
に
は
、
金
銭

的
、
時
間
的
に
大
き
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

そ
の
点
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

 

「
弊
社
で
は
お
客
様
対
応
は
コ
ス
ト
で
は

な
く
投
資
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
苦
情
対

策
と
い
う“
守
り
”で
は
な
く
、
フ
ァ
ン
づ

く
り
活
動
で
あ
り
、
ご
指
摘
を
企
業
活
動

に
活
か
す“
攻
め
”の
機
会
な
の
で
す
」

　

実
際
、
対
応
し
た
お
客
様
の
約
95
％
が

再
購
入
す
る
と
回
答
。
お
客
様
の
意
見
一

件
一
件
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
に
よ
り
、

着
実
に
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
っ
て
い
る
。

 

「
食
感
が
悪
い
か
ら
」と
カ
ル
ビ
ー（
株
）

が「
じ
ゃ
が
り
こ
」を
自
主
回
収
し
た
の
は

２
０
１
５
年
。
異
物
混
入
の
対
応
が
後
手

に
回
る
食
品
会
社
も
あ
る
な
か
、
こ
の
対

応
に
驚
い
た
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
ま
た
ネ

ッ
ト
上
に
は
、
同
社
の
ク
レ
ー
ム
対
応
に

「
感
動
し
た
」「
神
対
応
だ
」と
実
体
験
を
投

稿
す
る
消
費
者
の
姿
も
見
ら
れ
る
。
本
来

は
評
判
を
落
と
し
か
ね
な
い
苦
情
を
き
っ

か
け
に
、
お
客
様
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る

ノ
ウ
ハ
ウ
は
ど
う
育
ま
れ
た
の
か
。

 

「
一
つ
の
き
っ
か
け
は
２
０
０
０
年
の
弊

社
の
製
品
事
故
の
際
に
万
全
の
対
応
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
。
こ
の
苦
い
経
験
を
も

他業界から学ぶ
戦略・戦術のヒント
旅行・観光業以外の業界のマーケティング事例や

調査データから、
PDCAサイクルを実現するヒントを探る

MarketingCrossing

4Vol.

フ
ァ
ン
づ
く
り
へ
の
投
資
と
捉
え 

全
社
を
挙
げ
て
真
摯
に
対
応

ク
レ
ー
ム
き
っ
か
け
で
フ
ァ
ン
を
生
み
出
す
！

お
客
様
本
位
を
徹
底
し
た
カ
ル
ビ
ー
の
神
対
応

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
一
般
消
費
者
の
声
が
世
間
に
広
ま
り
や
す
い
昨
今
、
お
客
様
へ
の
対
応
を
一
歩
誤
る
と
大
き
な
打
撃
を

受
け
て
し
ま
う
。
し
か
し
こ
う
し
た
状
況
で
も
、
お
客
様
対
応
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
の
が
カ
ル
ビ
ー
だ
。

当
初
は
苦
情
を
訴
え
て
き
た
人
ま
で
フ
ァ
ン
に
変
え
、
ネ
ッ
ト
上
で
は「
神
対
応
」と
ま
で
絶
賛
さ
れ
る
同
社
の
姿
勢
を
学
び
た
い
。

●取材協力
カルビー株式会社
コーポレート
コミュニケーション本部　
お客様相談室　室長
大内 肇さん
1990年入社。営業部門、物
流部門などを経て中四国支
店の支店長に。2005年九
州カンパニーCOO、2007
年本社SCMグループなどを
経て、2013年より現職。
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異物混入防止策を説明する報告書の一部。写真
も使ってわかりやすさに配慮

検査結果や再発防止策は文書で回答
　書面に残すことを嫌う企業も多いが、調
査結果は口頭で済ませずに報告書を提出。
写真や図を使うなど伝わりやすさにも配慮
するほか、お客様の気持ちに寄り添った文
面にもこだわる。

例）	「子どもとポテトチップスを食べたら
髪の毛が入っていた」とご指摘のお客
様に対し、かけるべき言葉とは？

お客様に寄り添った対応とは？

お客様への言葉や報告書は定型文ではな
く、食べた相手やタイミングなどの状況によ
り内容をカスタマイズ。真意を読み取るため、
お客様とのコミュニケーションを重視。

	 「お子様との楽しいひと時に、ご
不快な思いをおかけし誠に申し訳
ありません」

	 「（髪の毛が入っていて）ご不快な
思いをおかけし誠に申し訳ありま
せん」

お客様の言葉からさらに真意を読み取ると…？

ネガティブ情報を隠さず公開
　じゃがいもの緑化や皮、芽、ストロン（茎）
はカビや異物（虫、ゴミ）と間違えられやす
い。通常、食品会社のウェブサイトでは食
欲を妨げるような画像掲載は極めて少ない
が、誤解を防いでお客様に安心してもらう
ため、「最も誤解を呼びそうな実例写真」を
あえて掲載。

カルビー公 式サイ
ト「よくいただくご質
問」で写真と共に紹
介。SNSに「カビで
は」と投稿して心配し
ているお客様に対し
て、別のお客様がこ
の画像のあるサイト
を案内したことで誤
解が解消するケース
も多いという

万全のフォローでお客様の約95％が
「今後も買う」と回答
　報告書を受け取ったお客様に対する調
査では、カルビーの商品を「今までと変わ
らず買う」「今まで以上に買う」と回答した
人が95.6％（2015年度）。苦情を申し立て、
迅速な対応に満足した人の再購入率でも
統計値では82％といわれており（※）、そ
れよりも10pt以上高い結果を出している。

※グッドマンの法則より

ご指摘があった商品は全件検査！
　経験上、「これは異物ではなくじゃがい
もの皮だな」とほぼ確定的であっても、必
ずご指摘商品をお客様から回収して検査。
「異物では？」と心配するお客様に、検査
することで安心をお届け。

会長以下、全社員で
「お客様の声」を共有
　お客様相談室がピックアップしたお客様
の意見を毎日メールで全社員へ配信してい
るほか、経営陣を含む本社社員がリアルタ
イムでお客様からの電話相談を聞く場を設
定。全国13工場でも録音した声を聞く機
会を設け、社員一同がお客様のリアルな声
を大切にする意識付けを図っている。

お客様相談室担当者とお客様の電話をモニ
タリングする伊藤社長。感情のこもった生
の声を聞くことで全社員が「お客様の声」を
身近なものとして意識

ココがすごい！ カルビーの神対応

お客様の声を商品に反映
　お客様からの要望や意見は関連部署と
共有し、商品開発やサービスに活用。シニ
ア世代から多く寄せられた「塩分が気にな
る」との意見を反映した、かっぱえびせん
もその一例だ。

2016年9月発売の「か
っぱえびせん 塩分50％
カット」。試作品完成時
には塩分が気になると
意見をくれたお客様に
はサンプルを送り、モニ
ターをお願いした

お客様の心情に
寄り添えているか？

この間、
途中経過も報告

相談件数は年間4万件
そのうち

ご指摘（苦情など）は約1/3

お客様のご指摘対応フロー（お預かり訪問の例）

お客様

お客様

お客様
工場 

品質保証室
（14工場）

外部
検査機関

支店お客様
相談室

（7支店、17名）

本社
お客様相談室

（21名）

ご指摘

意見をまとめて
情報伝達

（15分ルール）

連絡、訪問
（2時間ルール）
お詫び、詳細確認、
商品お預かり、検査へ

報告書
チェック

報告
（14日ルール）

＋



　

た
と
え
ば
、「
日
本
人
は
働
き
す
ぎ

だ
」
と
い
う
問
題
。
確
か
に
統
計
を
見

る
と
、
日
本
の
労
働
時
間
は
世
界
的
に

見
て
も
長
い
。
し
か
し
一
方
で
仕
事
に

よ
る
疲
労
度
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
は
世

界
で
最
も
低
い
部
類
に
入
る
（
※
２
）。

こ
う
し
た
事
実
を
並
べ
る
と
、「
日
本
人

が
過
重
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
」
と

い
う
よ
り
も
、「
日
本
人
に
は
根
本
的
に

疲
れ
に
く
い
人
が
多
く
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
環
境
が
作
ら
れ
て
い
る
た
め
に
一

部
の
疲
れ
や
す
い
人
が
ダ
ウ
ン
し
て
し

ま
う
」
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
な
の
で

は
な
い
か
？
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
過
重

労
働
を
強
い
る
経
営
者
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ

を
課
す
」
と
い
う
政
策
で
は
、
問
題
は

解
決
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
で
、
統
計
に
は
バ
イ
ア
ス
（
偏

り
）
が
生
ま
れ
が
ち
だ
。
典
型
的
な
の

は
、
世
論
調
査
を
行
っ
た
新
聞
に
よ
っ

て
内
閣
支
持
率
が
異
な
る
と
い
っ
た
例
。

「
朝
日
新
聞
の
調
査
で
す
、と
名
乗
ら
れ

れ
ば
、
朝
日
が
嫌
い
な
人
は
答
え
な
い

し
、
産
経
新
聞
の
調
査
で
す
と
い
わ
れ

れ
ば
、
産
経
を
好
き
な
人
だ
け
が
答
え

る
。
答
え
る
人
が
違
う
の
だ
か
ら
結
果

も
違
っ
て
当
然
で
す
。
調
査
元
の
会
社

名
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
結
果
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
」

　

現
代
人
は
こ
う
し
た
こ
と
を
知
っ
て

い
る
か
ら
、
統
計
を
警
戒
し
て
も
い
る
。

結
果
と
し
て
、
せ
っ
か
く
デ
ー
タ
を
示

さ
れ
て
も
、
自
分
の
思
い
込
み
の
ほ
う

が
正
し
い
と
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
。

で
は
、
こ
う
し
た
思
い
込
み
を
な
く
す

た
め
の
統
計
リ
テ
ラ
シ
ー
は
ど
う
養
え

ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？
「
一
番
い
い
方

法
は
、
自
分
で
デ
ー
タ
を
集
め
て
分
析

し
て
み
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

　

少
年
時
代
、
本
川
氏
の
周
り
に
は
多

く
の
女
性
教
師
が
い
た
。「
先
生
に
は
女

性
が
多
い
。
理
由
は
日
本
の
社
会
の
特

殊
性
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
」
し
か

し
本
川
少
年
の
そ
ん
な
考
え
は
、
統
計

に
よ
っ
て
簡
単
に
打
ち
破
ら
れ
て
し
ま

う
。Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、日

本
の
女
性
教
師
の
比
率
は
い
わ
ゆ
る
先

進
国
の
中
で
は
最
低（
※
１
）。そ
も
そ

も
「
先
生
に
は
女
性
が
多
い
」
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
誤
っ
て
い
た
の
だ
。

 

「
こ
の
よ
う
に
人
間
と
い
う
の
は
『
思

い
込
む
』
存
在
な
ん
で
す
」
と
本
川
氏
。     

「
人
間
は
知
性
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、も
の

ご
と
が
筋
道
立
っ
て
い
な
い
と
納
得
で

き
ま
せ
ん
。
何
か
が
起
こ
れ
ば
理
由
を

考
え
な
い
と
不
安
な
の
で
あ
り
、
正
し

い
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
『
こ
う
だ
か

ら
だ
』
と
思
い
込
む
。
知
性
を
有
用
に

使
っ
て
い
る
反
作
用
で
す
」

　

し
か
し
、
思
い
込
み
で
政
策
が
決
ま

る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
社
会
に
と
っ

て
は
不
幸
。
そ
し
て
現
実
に
、
思
い
込

み
が
現
実
と
違
う
こ
と
は
数
多
く
あ
る
。

本
川
氏
が
多
様
な
デ
ー
タ
を
紹
介
し
続

け
る
の
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
広
く
知

ら
せ
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら
だ
。

か
」
と
本
川
氏
。
自

ら
調
査
を
行
っ
て
み

る
こ
と
で
調
査
の
特

性
を
知
り
、
生
ま
れ

が
ち
な
バ
イ
ア
ス
が

分
か
れ
ば
、
そ
れ
を

差
し
引
い
て
デ
ー
タ

を
眺
め
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
の
だ
。

 

「
観
光
実
態
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
集
め

る
の
は
難
し
い
」
と
本
川
氏
は
言
う
。

「
楽
し
さ
」の
よ
う
に
意
識
を
問
う
調
査

は
設
問
の
並
び
方
で
も
答
え
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
し
、
国
勢
調
査
な
ど
と
違
っ

て
住
所
地
を
捉
え
に
く
く
、
ダ
ブ
ル
カ

ウ
ン
ト
の
排
除
が
難
し
い
の
も
難
点
だ
。

そ
ん
な
中
で
本
川
氏
が
評
価
し
て
い
る

の
が
、
観
光
庁
の
『
訪
日
外
国
人
消
費

動
向
調
査
』。出
国
前
に
空
港
で
飛
行
機

を
待
つ
外
国
人
に
聞
き
取
り
調
査
を
行

う
と
い
う
調
査
手
法
が
特
徴
的
だ
。

 

「
訪
日
外
国
人
は
ほ
と
ん
ど
が
航
空
機

を
利
用
す
る
か
ら
必
ず
空
港
に
い
る
し
、

そ
こ
で
待
つ
人
に
偏
り
は
生
ま
れ
に
く

い
。
時
間
が
余
っ
て
い
る
か
ら
じ
っ
く

り
答
え
て
く
れ
ま
す
。
同
じ
金
額
で
も

収
入
を
問
う
調
査
だ
と
、
回
答
者
が
税

金
を
恐
れ
て
実
際
よ
り
低
い
値
が
出
た

り
す
る
の
で
す
が（
笑
）、外
国
人
相
手

に
消
費
額
を
き
く
の
な
ら
ご
ま
か
す
必

要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
方
法
を
考
え

付
い
た
人
は
大
し
た
も
の
で
す
ね
」

　

よ
り
よ
い
打
ち
手
を
見
出
す
に
は
ま

ず
正
し
い
デ
ー
タ
か
ら
。
本
川
氏
で
も

「
難
し
い
」
と
い
う
観
光
統
計
作
り
は
、

だ
か
ら
こ
そ
挑
戦
し
が
い
が
あ
る
と
も

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

価値と感動を生み出す人に
インタビュー

我々が日頃何となく「こうだ」と思っていることの中には、現実とは異なることも多い。
こうした思い込みはなぜ生まれるのか。そして、どうすればそこから脱することができるのだろうか？

人
間
と
い
う
の
は『
思
い
込
む
』存
在
。

そ
れ
は
知
性
の
反
作
用
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
思
い
込
み
を
取
り
除
く
た
め
に
、

デ
ー
タ
が
示
す
現
実
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

写真＝佐藤兼永

社
会
の
姿
を
デ
ー
タ
で
照
ら
し
出
す

統
計
分
析
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

ア
ル
フ
ァ
社
会
科
学
株
式
会
社
　
主
席
研
究
員

統
計
デ
ー
タ
分
析
家

本
川 

裕

思
い
込
み
を
排
除
す
る
こ
と
が

有
効
な
政
策
へ
の
第
一
歩

Yutaka H
onkaw

a
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本川氏の取り扱うデータは国内外、ジ
ャンル等を問わずあらゆる社会統計に
及ぶ。Webサイト『社会実情データ図
録』（http://www2.ttcn.ne. jp/
Honkawa/）では、週に1、2回のペー
スでさまざまなデータとその分析記事
が紹介されている。本文中で紹介した

「日本人の疲れにくさ」については、栄
養生理学的データから米食との関連
も論じられていてて興味深い（詳細は

『社会実情データ図録』3277参照）。

Webサイトや書籍で
オールジャンルな
統計データを紹介

統
計
を
見
る
目
を
養
う
た
め

自
ら
調
査
を
行
っ
て
み
る

近著に『統計データが語る 日本人の大きな誤
解 』（日経プレミアシリーズ）。思い込みと現実の
ギャップに気付かされる内容だ

1951年神奈川県生まれ。東京大学に在学中、図書
館で統計書に出会い「こんなことまで調べられているの
か」と感動したことからデータの専門家を志す。財団法
人国民経済研究協会常務理事研究部長を経て現職。

本川氏が伝授してくれた統計の見方の一つが「増減」
に注目するという視点。「調査方法に問題があっても

『動き』には整合性があるもの。その意味で、同じ方法で
調べ続けることは結構重要なんです」

収
集
が
難
し
い
観
光
デ
ー
タ
は

調
査
方
法
が
カ
ギ
と
な
る
？

※1 『社会実情データ図録』3852より。2011年のデータによると日本の女性教師比率は36カ国中32位の低さ。
以下、インドネシア、中国、トルコ、サウジアラビアと続く。　※2 『社会実情データ図録』3277より。 32　March  201733 March  2017　 　



世界基準を知る旅慣れた外国人
の声を聞いた今回の「インバウン
ド対応満足度調査」。そこから、
観光立国となる日本の整備・強
化ポイントが見えてきました。日
本の文化や国民性は高く評価さ
れているものの、旅行者のコン
タクトポイントの評価は厳しく、
特に多言語対応はまだまだのよ
うです。着地での情報提供と合
わせて、観光案内所、宿泊施
設のコンシェルジュ機能強化が
必要と感じています。世界中の
観光地の利便性や対応力を知る
人々の声に耳を傾け、地域の受
入総合力を上げ、自他共に認め
る観光立国に向け進化し続けま
しょう。今後地域は何をアクショ
ンポイントとすべきなのかのヒン
トをぜひ見つけてください。

編集人　沢登次彦
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本誌記事の無断転載を
固く禁じます。

未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げていくこと、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250（代表・平日10～18時）   fax03-6834-8628
弊誌へのご意見・ご感想、JRCへのご要望等、ぜひお寄せください

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、GAP調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、勉強会など
○Webサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRCが得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たに
作る→磨く→情報発信→誘客→振り返り→
次へ、というサイクルをまわしながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2014年
12月号

コミュニティサイクル、
大自然を横断するモビリティ…
観光周遊の切り札
いま前進する！二次交通

情報理解・予約・決済…
観光地“滞在中”
  ×
スマートフォンが拓く
新たな旅の
消費スタイルとは

さとみんがゆく！
 今号のこだわり産品
山梨県塩山産
奥野田葡萄酒

価値と感動を生み出す人に
インタビュー
マエストロの肖像
赤城乳業株式会社
営業本部マーケティング部次長
萩原史雄氏

人
口
減
少・
低
成
長
時
代
の

地
域
コ・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

み
ん
な
ゴ
ト
化
×
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
、

地
域
に
創
造
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
す
！

若者消費マーケティング
ゼミナール
本当に若者は
「クルマ離れ」なのか？

38

市場は回復傾向！ 今こそ考えたい「訪れる理由作り」と
「現地消費額アップ策」

心を動かす、日本を元気にする観光・レジャーのプロデューサー応援情報誌

2014年
9月号

未来消費のカギを握るのは
あの時代！？バブル世代の親子消費を促す
「旅行」の可能性を考える

新幹線の開業、新駅誕生、
新潮流LCC・高速バスの躍進変化の時をどう活かす？一次交通と地域の企て

さとみんがゆく！今号のこだわり産品北海道 秩父別産ちっぷべつ緑のラングドシャ

人を呼ぶ、サービスの仕掛け人にインタビューマエストロの肖像株式会社中川政七商店 代表取締役社長 十三代

中川 淳氏

新連載
若者消費マーケティングゼミナール VOL.1若者たちの行動を握る“幹事役”は誰だ!?

じゃらん宿泊旅行調査2014国内宿泊旅行調査最新レポート

元
気
に
す
る

レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
1
4
年
9
月
号
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心を動かす、

日本を元気に
する

観光・レジャ
ーの

プロデューサ
ー

応援情報誌
2014年
6月号

日帰り狭域
おでかけ調

査調査レポート

地元の情報
はまだまだ

知られてい
ない？

狭域おでか
けマーケット

を

発掘せよ！

全国172ヶ
所のスキー

場で

約52.5万人
が滑った！遊

んだ！他業種連携
もスタート

雪マジ！19
～SNOW 

MAGIC～

3rdシーズ
ン

取組み報告

研究テーマ
の進捗報告

こちらＪＲＣ
研究室

さとみんがゆ
く！

 今号のこだ
わり産品

岩手県陸前
高田産

みそパンデ
ロウ

価値と感動
を生み出す

人に

インタビュー

マエストロの
肖像

元プロ野球
選手

石井一久氏

農
山
漁
村
と
観
光
の

コ
ラ
ボ
術

地
産
品
・
ロ
ー
カ
ル
体
験
が

地
域
経
済 

＆ 

リ
ピ
ー
ト
に
効
く

農
林
水
産
省 

平
成
25
年
度 

都
市
農
村
共
生
・
対
流
総
合
対
策
交
付
金

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
対
策

「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
」

農
林
水
産
省 

平
成
25
年
度 

日
本
の
食
を
広
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
食
の
モ
デ
ル
地
域
育
成
事
業
」「
消
費
拡
大
全
国
展
開
事
業
」

日帰り狭域
おでかけ調

査調査レポート

地元の情報
はまだまだだだだだだだだだ

知られてい
ない？

狭域おでか
けマーケットト

をトトをッットトをットトトトトをトをト

発掘せよ！

研究テーマ
の進捗報告捗報告

こちらＪＲＣ
研究室究室

さとみんがゆ
く！

さとみんがゆ
く！

 今号のこだ
わり産品今号のこだわ
り産品

岩手県陸前
高田産

岩手県陸前
高田産

みそパンデみそパンデ
ロウ

価値と感動
を生み出す

人に出す人に

インタビュー 像
マエストロの

肖像

元プロ野球
選手

石井一久氏

観
光
の

観
光
の

～
とと
観観

くくく

をををををを

観
光
の

観
光
の
光光光光光

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2

36

36
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宮
城
県
太
平
洋
岸
に
あ
る
山
元
町
は
、

美
味
し
い
イ
チ
ゴ
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
た
地
域
だ
が
、
2
0
1
1
年
に
東
北

を
襲
っ
た
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
。
そ
の
山
元
町
に
、
農
業
と
は

全
く
別
分
野
の
I
T
畑
か
ら
や
っ
て
き

て
、高
級
イ
チ
ゴ「
ミ
ガ
キ
イ
チ
ゴ
」の

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
わ
ず
か
数
年
で

次
々
と
海
外
展
開
を
果
た
し
続
け
て
い

る
の
が
、
岩
佐
大
輝
さ
ん
率
い
る
農
業

生
産
法
人 

株
式
会
社
G
R
A
だ
。「
ミ

ガ
キ
イ
チ
ゴ
」と
は
、「
あ
ま
お
う
」「
と

ち
お
と
め
」な
ど
と
い
っ
た
イ
チ
ゴ
の

品
種
名
で
は
な
く
、
そ
の
時
期
一
番
美

味
し
く
食
べ
ら
れ
る
品
種
の
イ
チ
ゴ
を
、

完
熟
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
待
ち
、
最
も
甘
み

を
増
す
朝
摘
み
で
出
荷
す
る
、
複
数
品

種
の
イ
チ
ゴ
を
総
称
し
た
ブ
ラ
ン
ド
名

だ
。
一
年
を
通
じ
て
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ

で
提
供
さ
れ
る「
ミ
ガ
キ
イ
チ
ゴ
」は
、

国
内
有
名
百
貨
店
の
み
な
ら
ず
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
な
ど
海
外
の
富
裕
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
流
通
を
展
開
。

地
方
発
の
一
イ
チ
ゴ
ブ
ラ
ン
ド
の
域
を

超
え
、
リ
ス
ペ
ク
ト
す
べ
き
日
本
ブ
ラ

ン
ド
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
て

い
る
の
だ
。
I
T
技
術
を
駆
使
し
た
高

設
栽
培
に
よ
る
ハ
ウ
ス
は
、
温
度
、
湿

度
か
ら
栄
養
成
分
の
配
分
ま
で
パ
ソ
コ

ン
で
管
理
さ
れ
、
ま
る
で
研
究
室
の
よ

う
な
趣
だ
が
、
病
虫
害
の
発
見
な
ど
に

は
熟
練
の
職
人
の
勘
と
技
が
活
躍
。
こ

う
し
た
栽
培
技
術
に
注
目
す
る
海
外
か

ら
の
視
察
も
多
く
、
G
R
A
の
先
端
農

業
ツ
ア
ー
に
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な

ど
か
ら
の
視
察
団
が
参
加
し
、
外
国
人

研
修
生
が
山
元
町
に
滞
在
し
て
農
業
技

術
を
学
ん
で
い
る
。
ま
た
農
園
で
行
っ

て
い
る「
イ
チ
ゴ
狩
り
」に
も
外
国
人

観
光
客
の
姿
が
絶
え
ず
、
人
口
１
万
人

を
少
し
超
え
る
ほ
ど
の
山
元
町
に
、
同

じ
く
ら
い
の
数
の
外
国
人
が
や
っ
て
く

る
。「
観
る
」「
買
う
」か
ら
、
日
本
文
化

を「
体
験
し
た
い
」外
国
人
旅
行
客
の

ニ
ー
ズ
に
対
し
、
日
本
独
自
の「
イ
チ

ゴ
狩
り
」と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
ピ

ッ
タ
リ
合
致
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

われらの流儀
通常11月～5月の季節モノであるイチゴを、品質や味を落とすこ
となく通年流通し、ブランド価値を高めるという発想が「ミガキイ
チゴ」の原点。農業を強い産業にし、地域社会に持続可能な繁
栄をもたらすことこそ、地方創生の出発点と考えている。

山元町：人口12,475人（平成29年1月末現在）

完熟ギリギリまで待って
収穫される「ミガキイチゴ」
は、“本当に美味しい”イ
チゴの実力を思い知らさ
れる香りと甘さ。最高クラ
スのイチゴはプラチナ、ゴ
ールド、シルバーにグレー
ド分けしたプレミアムイチ
ゴとして出荷される。高設
栽培の棚が幾畝も並んだ
ハウスの景観は、クリーン
な工場を思わせる

イチゴ1株で通常50粒穫れる中に1粒あるかな
いかのプラチナイチゴには、1粒1,000円の値が
つくことも。美しい姿と期待を裏切らない味にふ
さわしい宝石のロゴマークが冠されている

東日本大震災の翌年、インドで日本の施設園芸技術を
提供開始。美味しく安全な農産物を供給するとともに、
現地での雇用創出にもひと役買っている

食
べ
る
宝
石「
ミ
ガ
キ
イ
チ
ゴ
」に
外
国
人
が
殺
到
!?

I
T
イ
チ
ゴ
で
世
界
を
魅
了
す
る

只
者
で
は
な
い
イ
チ
ゴ
農
園

宮
城
県 

山
元
町


